






例 口

1. 本書は富士宮市立富丘小学校の述動場拡張事業に伴い発掘調背を実施した、静岡県富士

宮市淀師字渋沢501-1番地外に所在する渋沢辿跡の調←在報告瞥である。

2. 発掘調壺は富士宮市教育委員会が実施したものである。

3. 発掘調査は昭和57年10月-12月に第 1次調裔、昭和58年7月に第 2次調オt、IHJ年11・12

月に第 3次調査をそれぞれ実施した。

4. 発掘調査は富士宮市教育委員会社会教育課主査 ・， 渡井一信、同学芸員 • 伊藤昌光があた

り同主査 ・馬飼野行雄が補佐した。

5. 発掘調雀資料の整理は渡井と、 富士宮市教育委員会l屈託 • 山上英袴が主休として実施し、

馬飼野及び、整理作業員の協力を得た。

6. 本書の執筆は渡井と 山上があたった。その分担は、各文末に記す。

7. 逍構関係の図は主に渡井が作成した。土器の実il!IJ.清書は山上があたり、土器拓影、断

面実測は山上が整理作業員の協力を得て実施した。 石器の実測• 清掛は整理作業員の協

力を得て渡井があたった。

8. 逍構の写真撮影には、渡井• 伊藤があたり、出土逍物の写真撮影については、土器を山

上、石器を馬飼野があたった。なお、航空写真は富士宮市弓沢町397番地・ 望月晟敏氏

及び、富士宮市市民部市民生活係長 ・後藤章氏より提供されたものである。

9. 地形図・ 逍構図に記す高度は全て海抜高度をもって示している。

10. 第 1、4、7図に用いた地形図は、第 1図が昭和60年1月、第 4図が昭和45年2月、第

7図が昭和51年10月に、それぞれ建設省国土地理院長の承認を得て、富士宮市役所が調

整 した富士宮市都市計画図を使用している。

11. 土器実測図は縮尺 4分の 1、土器拓影図は縮尺 3分の 1で掲載されており、図中に縮尺

が示される。石器もその法最が多岐にわたるため、 3分の 2、4分の 1、8分の 1と、

それぞれの図中に縮尺を示している。

12. 土器観察表に記される胎土の略語は以下のとおりである。

枡…粗粒細…細粒多…多醤少…少罷 微•微羅 砂•••角閃石・輝石 · かんらん石

等を滉えるもの 砂礫…粒度がオJlくなる。

13. 土器観察表に記される色調は、破片面積の最も広い範囲を専有する色合いである。新版

標準土色帖 農林水産省農林水産技術会議事務局鑑修で補って判断している。

14. 印刷、出版に関する事務は富士宮市教育委員会社会教育課文化振興係があたった。

15. 発掘調査に関する全ての資料は富士宮市教育委員会で保管 している。



16. ,U,¥J'fi: 及び、 ：a対胃Kの作成にあたって、次の方々から協力をいただいた、記して感謝する
次第である。〈敬称略〉

荻粘科、植松草八、野村ll(j光、中野国雄、）111納俊介、平野吾郎、小野真一、稲垣甲子男、

争］ー］月正己、石焦立人、佐藤由起拐、滝沢 亮、林IJ;(利明

17. 発掘調オt現場作業員、整理作業員は以下のとおりである。

望月秀柿、杉沢正敏、佐野秋男、勝亦英雄、小林七造、友野勝、塩川浩正、依田孝郷、

佐野 一、高木 均、土井満里子、渡辺房子、渡辺直美、大原初江、望月あき子、望月

安--r、)'2i川氾、り子、 勝又麻里、 北Illみゆ き、赤池由香子、佐野知穂、川合美枝子、渡
JI: 啓子

※本調査の現場作業に従事され、多大なるご労苦、ご協力をいただいた、今は亡き小林、

大原両氏のご冥福を心よりお祈り申 しあげます。
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2 経過

発掘調]ffは、第 1表の発掘調咋経過表に示すとおり、第 1次調奔から第 3次調査までの延べ

53日間で実施された。以下各次の調査経過についての詳細を記すことにするが、まず各次にお

ける調ff区の範囲を簡単に記しておく 。

第 1次調葎区…… 付げ替えのため新たに道路敷となる部分及び、現況の道路敷とに挟

まれた部分で、調蒼区中央やや東寄りを南下する道路を境に東側を A

地区、西側を D地区と呼称した。対象地の面柏はA地区が約150m', 

D地区が約2,200m'である。

第2次調在区…… 付け替え道路の進入路整備に伴うもので、前述の調査区中央やや東

寄 りを南下する道路の拡幅部分で、而積は約50m'である。 B地区と呼

称した。

第3次調査区…・・・ 現況の道路敷部分で、面積は約800m1である。C地区と呼称した。

① 第1次調査区発掘調森経過

D地区（昭和57年10月21・22日）

本地区はその大部分が1111地であるが、 A・B・C地区に比して 1m程、段をなして低くなっ

ている状況であった。荻氏によれば、過去において畑地→水田→畑地という土地利用があり、

転地返し（マサヌキ）や、土砂の移動が何度か行われたという指摘を受け、包含層の有無を確

認するため、 トレンチによる試掘調脊を実施した。 トレンチは付け替え道路に対し直角方向に

巾1mでlQm置きに 5箇所を設定した。その結果、区域西寄りの第4・5号トレンチにおいて

/~Di 

ロ

゜第2図 発掘調査区域図
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は、表土層（約30cm)直下に砂礫Ii¥:がひろがり、以下粘土l晋が幾服にも叶t桔し、沖梢砂礫I仰特

布の堆枯状況を持つもので、包含附は確認されなかった。また、第 l-3サトレンチにおいて

も、前述の指摘どおり包含層が消滅若しくは樅乱されており、 トレンチ附での沿物の検/I',は特

無に等しい状況であった。

A地区 (11Ht1157年11月8日-12月15日）

本地区もtill地であるが、付け替え道路の起、点にあたる部分で二合が辺三fり形状の区i世iが調ー1f区

となった。初めに調森区南辺を基軸として 5mのグリッドを設定して（第 8図） 10,¥jーwを進める
こととし、その呼称は南から北へ A・B・Cのアルファベット、東から西へ l・2・3の数字

列とした。したがって、具体的にはA-1、A-2グリッドと呼称し、 それは B・C地区にも

踏製することとした。

調査は表土 ・耕作土（第I層）の除去作業より開始し、 地表而よ りlm程の深さにまで及ぶ

ことが確認された。さらに、第 ll-V層中においては、ほほ1mjj位きに地表而よりの攪乱が確

認された（第 3図）。これは、篤農家である荻氏が生姜の貯蔵穴として掘られたもので地表面

より 2mにも及ぶものであった。結果的に逍物包含層は第[I]・IV層、逍梢確認面は第V層であ

ったことから調究区の約1/3は攪乱をうけていることが判明した。 したがって、発見された逍

構と遺物は攪乱を免れた部分からのもので、逍構としてはA-1・ 2・3グリッドより 土堀 5

基を検出した。遺物としては土器、石器などの破片資料に混じって、大型の打製石斧（石鍬）

2点を検出した。

撹乱部分

゜
10m 

第3図 A地区全休図
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② 第2次調在区発掘調;;tf経過

B地区 (II/l:f I 158年7月18日-22[1)

本地区はA地区と D地区の間を市下する道蹄を付け枠え道路の進入路として拡輻するのに伴

うもので、 Z-6・7、Y-6グリッド内に位ii忙する。A地区とliiJ様地表而より 1m程の表土

下より第 QI惰以下本姐跡の枯本）悦)/が確認された。

瀾jfはまず、区域Hi半のY-6グリッド内の第Q),,'i(:上miより掘り込まれた、近代（明治～昭

利）の溝を確詔した。地元古老等によれば、本地区北側を流れる風祭川の水を、当所より南東

） JI川のi叫Hi地区に辿んでいた用水路跡で、上新堀 （うわしんぼり）と呼ばれていたものである

という 。弥生時代の沿構として土脳 l払を確認した。沿物としては B6号土堀上部出土の磨石

以外は破片資料であったが、調布終了後に区域外において、水道管移設工事に際し、頸部以上

を欠く紐；：形土器 1個体を採集した。発見時の状況は暖味であるが土器棺墓と捉えるのが妥当で

あろう 。

③ 第3次調査区発掘調杏経過

C地区（昭和58年11月15日-12月16日）

本地区は県道白糸• 麻士宮線が付け替えられた後の道路敷部分にあたり、東西約90mの範囲

に及ぶ。その匝側部分では、 D地区での経験から トレ ンチによる試掘調査を実施した。その結

呆、調森区東端より50111程でD地区同様の沖積砂礫層を確認した。したがって、調査はB-5

グリッドから F-13グリッドの範囲で実施された。

本地区においても最初に確認されたのは上新堀跡であった。C-8グリッド中央でほぼ南北

方向に111、深さとも約 1mを測った。弥生時代の逍構としては、土堀 5基と逍物集中区 l箇所

が確眩された。このうち、 C7号と C8号は土器棺墓と認められた。また、 B-5・6、c-

5・6グリッドで検出されたC12号逍物集中区については遺物が確認された他、掘り込み等は

確認できなかった。辿物としては、 C7号土器棺墓から壺形土器と甕形土器のセット、 C8号

土器棺墓の甕形土器やC12号逍物集中区からは、数個体の土器が出土した。

3 荻氏表採資料について

窟士宮市教育委員会では、本調査終了後、荻精吾氏と協議の結果、氏のご厚意により耕作中

に表採された土器 • 石器類全資料を預かり保管することになった。 土器は整理用コンテナ 5 箱

分、石器は220点余りであった。いずれも発掘調査による出土数に匹敵するものである。これ

らのうちには、r駿豆考古第 6号J(小野他1962) や、 r弥生式土器集成本編 2 」 （小林• 杉原19

68) あるいは、 ［富士宮市史上巻」（植松1971)等に掲載された資料も含まれているが、それ以

外は未発表資料であることから、土器の一部分については付絹で、石器については本編におい

て扱うこととした。 （渡井）
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II 環境

1 遺跡の位置ど環境

誤沢j虹跡は、訂士宮rlii応帥字誤沢501-1番地外に所在する。 JR身延線窟士宮駅より、北北

西へj~(線距離にして約 3 l(mの地、,,',(である。沿跡のすぐ前方には、戦窟なi勇水を利用した旋劣

場や、 水田がひろがるが、のどかな田園地俯であったこの辺りにも近年、 急激な市街化の波が

押し窃せている。

本j釦跡を地形的にみると、 山梨県榜の窟士宮市根原より 天守山地、羽鮒丘陵に対峙する北高

旧氏の鈷士山西麗緩斜H1i(富士据野）の末端部にあり、すぐ南の低段地とは約5mの比高を も

つ、所謂舌状台地の先端部分である。甚盤的にも古窟士媒塊質泥流の上にのる大宮熔岩、万野

風穴熔岩綺の新窟士火山fl釦t出物層の末端部にあたる。このことは、不透水層である古富士泥流

上を流れる地下水脈 （豊玉川）が路出する結果となり、豊富な湧水の因となっている。また、

沿跡の西側約200111の地、,.'.(で潤JI:川と風祭川が合流しており、 富士山の放射谷である風祭川がつ

くり 出す扇伏地と潤井川沖桔地の接点となっている。 鼎l井川沖積地は 1-1. 5 kmのひろがりを

もち、真niに流路をとり、大中里付近で東に転じ大宮断層崖下に通じ、富士裾野の末端部を区
割する。この辺りから潤井川の右岸側には黒田・ 星山地区の、左岸側には富士根地区の富士宮

市附有数の埋蔵文化財包蔵地が密集する地域となっている。

E.W 

1 

300 

渋沢遺踏

ーし
. I.''--
200 

1 

100 
□―° 
E.N 

160 

E.S 

500 400 300 

150 

第5図地形断面図
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2 土層

本姐跡の発掘調11'対象地内における、）よ本的な土/,,'4堆柏の様相はつぎのとおりである。

I 黒色土］腎… •… • • 黒色布機質土からなる表土培で耕作土である。

Il 黙褐色土層…•• 黒色を呈するスコ リア質土11かで、 lll・lYl•ri が流)こして I N1と枇じ

たものとみなし得る。,,次質で糸Illかなスコリア粒子をぶ汀含む。

m 褐色土層•……•• 本迅跡における追物包含層である。スコ リアi立子含・イiの密、オllで

lY層とは、あえて糸Ill分したが、明確な相述は看l収され得なかった。

若干しまって、 細かなスコ リア粒子を多熾に含む。

N II音褐色土層….. ill層とともに迎物包含層である。Ulli/i'iに比べ佑I"-スコ リア恥＇，：子の

含有が少ない。本層以上での辿構検出は極めて1人I帷であった。糸Illか

なスコ リア粒子をかなり多く含む。

V II彰茶褐色土層… 比較的よくしまり 、大粒のスコ リア粒子をかなり多く含む。本l怜

の上而が逍構検出面となった。

V'II音黄褐色土層.. 粘性が強く 黄褐色土を混入する。風倒木痕的様相を旱し、 VIHIJ、J

において、対象地内各所でみられた。

VI 茶褐色土層…… 大、小、不揃いのスコ リア粒子を多蜀に含む。地元でア リマサ、

あるいはア リンドマサとよばれているもので、 サラサラでしまりが

ない。追構の中で本層にまで及ぶものもあった。

W 青灰色土層…… 砂質で若干の粘性をおびる。

¥11 II音黄褐色砂礫層・・・ 火山性砂礫層である。

以上が本遺跡における基本的層序であるが、本地域（富士山西南麗）に普遍的な、 表土層→

大沢ラピ リ層→黒褐色土層→栗色土層→富士黒土層→黄色ローム層という層序は全くみられず

富士山裾野の末端部の澗井川と風祭川の合流する扇状沖積地の様相を強く示す。第6図はC地

区東端南壁の土層堆積状況である。

ISi.SO 

Ill 

IV 

V
・ v・ 

VI 

＂ 

゜
2m 

一 …— '・・・--・・ 一•一● •一 . .ヤー- - ···~ · - ~ - --:-. 一:,:,:・,:,,.. 

第 6図土層図 (C地区）
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第7図周辺の遺跡
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3 周辺の遺跡

①近接の迅跡 （第 71凶I)

窟士宮市の遺跡分布を人観すると、 il'/.j:Jj:川中流域とり沢川流域に政跡は北中している。前者

は、主として星Lil丘陵上に位i競し、後者は霜士山麓末端部のi勇水地，,,',(に一致している。渋沢沿

跡は、潤井川中流域の上端にあたり、怜jから東附に,,りかってひろがるil!.¥l=JI:川沖枯地をのぞむf立

置にある。この沖積地は右岸を羽鮒丘陵、 星山丘陵に、左岸を窮士illi,応!-)(地末端地形によ って

せりだされている。このため細長い構造をとらざるを得ず、 一種の溺れ谷(Iり'/'I:格を形成し、現

在にいたるまで何度も洪水が繰り返えされている。こ うした要因からか沖柏地内部の低i/11!地に

おいては未だ遺跡が確認されず、その周囲の微高地にかぎられている。このことは本逍跡に近

接する地域内にも言えて、琴平、浅間大社、 ニノ宮、福地神社、 ―i'.t船小学校の各辿跡、 :J:J.Nt.1,-.

陵裾部に大中里坂上、明善谷戸、東岳前、石畑、牛ケ沢、根方の各磁跡が存在する（＇富士宮市

教育委員会1979、補足1986)。※各逍跡の詳細は第7図内遺跡地名表参照

②近似の遺跡 （第 1図）

渋沢逍跡周辺において、条痕文系土器が確認される逍跡としては、窟士川IIIJ山王逍跡、 、富士

宮市別所遺跡、 押出逍跡、 山梨県上九一色村南二条遺跡がある。以下に慨観を示す。

山王遺跡 （富士川町岩淵字南吉野）

渋沢逍跡の南方約 9kmに位置し、現東名高速道路富士川サービスエ リアにあたる。平野部を

のぞむ低丘陵の先端に立地する 。 縄文早 • 前・晩、弥生後期、古瑣時代等の姐構、逍物が検出

されている。縄文晩期末の土器群は氷I式系が主体であるが、条痕文系土器（水神平式）もか

なりの量出土する他、遠賀川式土器の壺と甕の破片が各 1片ずつ出土する。石器の出土は、打

製石斧、石錘、石匙、磨製石斧、石棒、石剣、石鍬等である。（稲垣他1975)

別所遺跡 （富士宮市安居山字別所）

渋沢逍跡の南方約 2km、潤井川右岸の羽鮒丘陵裾部の標麻約180m程の低丘陵上に立地する。

二十片余 りの土器が採集されており、このうちの十数片が条痕文系土器である。 他に氷I式系

土器2点が含まれる。（付編 2参照）

押出遺跡 （富士宮市外神字押出）

昭和63年に発見された遺跡で、渋沢遺跡の北方約 3km、風祭川右岸の国指定天然記念物、

万野風穴の入り口周辺である。標高245-250m程の富士山龍緩斜而に位置する。数十片の土悩

片が採集されており、その殆どが条痕文系土器である。（付編 3参照）

南二条遺跡（山梨県上九一色村富士ケ嶺南二条）

渋沢逍跡の北方約18kmの標高 960mの尾根の緩斜面に位置し、遺跡の南方には谷が東西に走

る。弥生時代後期後半の壺型土器がilllの耕作中に出土したとされるとともに、同尾根からは弥

生時代中期初頭の条痕文土器の散布が認められている（中山1985)。 （渡井）

- 10 -



III 
ー ヽ A i 也区

構

本地区からは、 土堀 5ii店が調吼t区東端に狛中して検出された。中央部にひろがる耕作の撹乱

により影評が考えられる。

Al号土壊 （第 91凶図版2)

A-1、A-2グリッドにまたがり検出された。北半部は道路下に入り、調査不可能であっ

た。長軸約 1mの長桁l1J形の土堀と思われる。底T/Jiは起伏をもち、断面は袋状を呈する。基本

I怜J名の第V層上面より捌り込まれ、第Vl層にまで及ぶ。堀内逍物として土器破片25点と石器

（石紐 l、礫象IJ片4) 5 、•.'.(が出土した 。

A 2号土堀 （第 9図、図版 2・3)

A-2グリノドで検出された。北側の一部が道路下に入り、調査不可能であった。不整楕円

形で、底j/ijはほほ平坦で、断面は袋伏を呈する。基本層序の第V層上面より掘り込まれ、第汀

層にまで及ぶ。堀内逍物として土器破片22点、石器（礫剥片） 9点の他、直上の第IV層中より

大型の打製石斧（石鍬）が出土したが、本土脳との共伴関係はつかめなかった。

A 3号土堀 （第 9図、図版 2)

A-2、A-3グリッドにまたがり検出された。北半部は道路下に入り 、調壺不可能であっ

た。直径約75cmの円形の土脳と思われる。底面はほぼ平坦で、断面は袋状を呈する。基本層序

14 13 12 11 10 ， 8 7 6 5 4 3 2 

I I I I I I I I I I I I I 
G 

F 

E 

D 

C 

•B 

A 

z 

y 

第8図調査区全体図
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第2表遺構計測表

:1: 土 区 Ill 桟 (cm) :1: 土遺Ill(点）
迅

＂ 
名 形 状長 粕ガ {,l ＇ H 徴 偏 ~-
（グ リ 9 ド） 長翰k )Il輸長 深さ 上沿 石討

Al号土壌 A-1-A-2 J<H"i l'I形 ？ N -3が10'-E (5 9) 6 2 3 3 2 5 5 袋状を~'- す、北半邸は区ば外

A2号土壌 A-2 不格桁,,,形 N-27'19'-W 9 I 7 2 ,1 3 2 2 9 袋状を ！＇！す 、北一陥は区域外

A3号土壌 A-2-A-3 111 形'/ 7 5 (?) 3 6 I 7 ,1 袋状を只す、北半祁は区ばクト

A4号土墳 A-2 f'I 形 N-16'50'-W 7 0 o 5 I 3 I 8 

A5号土壌 A-2-A-3 楕ド1 形 N-30'00'-W 8 2 6 5 2 8 I 6 2 袋状を 旦す
I 

B6号土墟 Z-7 ~, 形 N-65'00'-W 7 0 (6 0) 2 6 3 

C7号土吊棺墓 C-8 r1 形 N-10'80'-W ,1 5 3 9 2 6 2 ,, 丸（上） . ,・; (下） のMl合せ

CB号土峠棺墓 D-11 円 形 N-30'70'-E ,1 2 Iヽ0 2 5 I 2 兒単独

C9号土蠣 D -10-E  -IO f'l 形 N-76'60'-W I I 8 I O 9 /4 I ， 袋状を呈す
C 10号土蠣 E -II 長桁 f'l形 N -10'50'-E I O 0 5 9 2 I 7 I 袋状を旦す

C II号土蠣 1)ー10-11 長桁 円形 N -54'50'-W I 0 Iヽ 5 8 5 7 ,1 袋状を 呈す

C 12号迅物聡,,区 B-5・6,C-5・6 8 2 2 7 

の第V陪上而より掘り 込ま れ、第VI培にまで及ぶ。り説内俎物として土器破片17、,.',し、 石悩 （骰判

片） 4点が出土した。

A 4号土堀 （第 9図、図版 2)

A-2 グリ •ノ ドで検出 さ れた 。 直径約70cmの円形の土りf；；である 。 底j(ij は半 J」 lで 、 1:,釘(iiはなだ

らかな立ち上がりをもち、甚本陪序の第V層上fffiで確認さ れた。り乳内姐物として土樅破）1i" 18カ，

が出土した。

A5号土堀 （第 9図、図版 2・3)

A-2、A-3グリッドに またがり検出 された。桁1リ形で、底而はやや起伏をもち、 I折ifliは

袋伏を呈する。基本層序の第V陪上而より捌り込まれて しヽる。脱1J、]沿物として土器破片!6,1,'.(、

石器 （石斧 l、礫象lj片 1)2点が出土した。

2 B地区

本地区からは、土堀 l払が検出 された。

B 6号土堀 （第 9屈、図版 3)

Z-7グリッドで検出された、北側の一部を撹乱により欠 くもので、 i甘甜約70cmのIり形土り災

と思われる。底而はほは平 坦で、壁而はなだらかに立ち上がる。払本)/?/)才；第V層上面より掘り

込まれている。堀内沿物として、第VI悴直上で崩石、股土内よ り石器（（楳象IJJ'i・) 2、,,',(が出土し

た。

3 C地区

本地区からは、土器棺猫 2払、土脳 3基、迅物躾中区 l箇所が検出された。

C 7号土器棺墓 （第10・13図、図版4・6)

C-8グリ'J ドで検出された。上半部を欠損した壺形土器の（第13図ー 1)を身とし、甕形
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土器（第13図ー 2) を破砕して節としている。

1は球形の胴部を星する壺形土器の下半部で、底径6.3cm、残存愉j20.3cm、残存部における

胴部最大径28.1cmを計る。内面の器）JILの荒れが目立つが、外j(ijは上位を柚f立の条痕で腋形し、

下位～底部をヨコナデによって整形している。色湖はh'i:橙色～杓色を足し、 )jf,土には石英、 K

石の混入が顕著で、少罷の金雲母の混入がみられる。

2は小さめの平底の底部から内栂気味に広がり、屈1111の弱い頸部を形成しながら大きな口緑

を作る器形を呈する。外面は横位と斜位の条痕によって格形され、 1J、JH1iはヨコ方,,,]を主休とし

たナデによって整形されている。また口唇部には貝殻腹縁による押I王文（押iJI文）が施され、

底部には木業痕が施されている。外面の胴部より上部にはススの付済が全休に且ってみられ、

元々煮沸に使われていたものが二次的に棺として転用されたものであることが看取できる。色

調は外面が赤褐色～黄橙色（黒褐色）、内面が赤褐色～馬褐色を品し、胎土ぱ符げ1lめで1乏石

の混入が目立つもので、少麓の金雲母を包含し、焼成は普通である。法批は、口径36.0cm、悩

高36.6cm、底径 7.3cmを計る。他に石器（礫象lj片を含む） 4 .'.':(を出土した。

CB号土器棺塞 （第10・14園、図版4・6)

D-11グリ ッドで、口縁部を下に し、拳大の石と共に検出された。土器は甕形土器で下半部

を人為的に欠損させたもので、口径30.2cm、胴部最大径30.2cm、残存高19.6cmを計る。外l/lfは

ロ縁部、頸部に部分的に乱れの見られる縦位羽状文を施し、その後に、胴部に横位の条痕を施

している。また内面は、上位をヨコ、下位を不定方向のナデによって照形している。内外fftiと

もススの付着がみられ、 煮沸機能から転用して使用されたものである。口唇部は指頭によるヨ

コナデし尖らせる。ョコナデは全周せず意識的に肥厚する箇所を等間隔に残すもので、本資料

においては15、その箇所がみられる。色調は黄橙色～暗褐色、胎土は長石、金雲母の混入が目

立ち、きめが細かく、焼成良好である。他に石器（礫甜I]片） 2点を出土した。

C9号土塀 （第 9図、図版5)

D-10、E-10グリッドで検出された。直径110-120cmの円形で、底部はほぽ平坦で、璧而

は南側で、なだらかに立ち上がり、北側は内胄して袋状となる。基本層序第V層上而より掘り

込まれ、第VI層にまで及ぶ。堀内逍物として土器破片 9点を出土した。

ClO号土凛 （第9図、図版 5)

E-11グリッドで検出された。長楕円形で、底面は西側に傾斜しており、断面は袋状を呈す

る。基本層序の第V層上面より掘り込まれ、第VI層にまで及ぶ。堀内逍物として、土器破片 7

点、石器（礫象lj片） 1点を出土した。

Cll号土城 （第 9図、図版5)

D-10、11グリ ッドで検出された。長楕円形で、底面はほぼ平坦で、壁而は東側でつよく、

西側で緩やかな袋状を呈する。第lV層中より掘り込まれ、 第VI層にまで及ぶ。堀内逍物として

土器破片 4点を出土した。
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第10図土器棺墓実測図

C 12号遺物集中区 （第11・12・22-24図、図版10-14)

B-5・6、C-5・6グリッドで検出された。第11・12図に示すとおり、基本層序第 1I1・

lV附中において遺物が集中的に出土した。土器は82点、石器（礫剃片を含む） 27点を数える。

比較的にまとま った資料として 3個休がある。No1の土器（第22図）は、甕形土器の口縁部～

底部にかけての1/4程になる。1化定口径34.7cm、1m定器高36.3cm、底径 7.7cmを計る。外面は

柚位の条痕の後、頸部に縦位の条痕を施す。色調は外面が赤褐色、内面が褐色、‘胎土は石英、

長石の混入が目立ち、焼成は普通である。No2の土器（第23図）は、甕形土器の胴部である。

外面は横位の条痕の後、縦位羽状文を粗く施す。色調は外面がにぶい黄褐色、内面は褐色、胎

土は石英、長石の混入が目立ち、焼成は普通である。No3の土器（第24図）は、壺形土器の胴

部である。外面には磨消縄文 (LR) を伴う変形工字文がみられ、文様帯以外は横位の条痕を

施す。色調は外而が明褐色、内而が褐色、胎土は石英の混入が顕著で、少量の金雲母を包含し、

焼成はやや悪い。 （渡井）

4 B地区調査区域外
Z-7グリッド調査区域外出土土器 （第15図、図版6)
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る上で、 11f投この発表'?t利を掲載

することに した。各個々の詳細や

観察データ は過去の文胤を参照す

ることに し、簡単に紹介すると以

下のようになる。なお、文章中で

器種分類、口縁形態にふれている

のでlY邸 lを参)!/;(されたい。

1は壺J¥I で烈図的に到部以上

を破壊している。2、3は壺A,

で、2も烈図的に頸部～胴部にか

けてを破壊している。 3は、頸部

以上及びJIM部の1/3あまりを欠損

している。5は壺Bで、頸部～胴

部を意図的に破壊しているもので、

類部から胴部にかけての粗い横位

の条痕が施され、簡略化した形態

を示すものである。表面の邸耗が

著しく残存状況は悪い。4は壺c,

で長胴気味の胴部を呈する。これ

も意図的に頸部以上を破壊してい

るようであり、また胴部の2/5あ

まりを欠損している。 6は壺Dで

縄文系の壺形土器である。底部及

び胴部の2/3あまり、口縁部を欠

損している。文様は LRの磨消縄

文を沈線区画しているものである。

8は甕o,、富士宮市史掲載資料

の中で唯一全体の器形が看取でき

るものである。口縁の形態は甕口

縁 I-2を示す。 7は甕D2で、

1/5程度の破片資料である。口縁

JI 10, ● 

第14図 C-8号土器棺塞出土土器

IOco 

第15図 Z-7グリット調査区域外出土土器

の形態は甕口縁 I-2を示す。

富士宮市史掲載資料は器形に多くのバラエティーが認められ、また壺形土器は全て頸部（胴

部） 以上の意図的な破壊が看取されるもので、 何らかの機能の転用がおこなわれた様相を示 し

ている。 （山上）
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第17図 富士宮市史掲載資料②
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N 遺物

1 土器

① 分類の方法

渋沢遺跡出土の土器は、総数1630点を数え、遠賀川式系土器、条痕文土器、縄文土器が認め

られる。ほとんどが破片資料のため第13-15図の森料以外は、口縁の形態と頸部～胴部の文椋

の関係、 全体の器形など把握できない。

第I群遠賀川系土器（第21図一 1. 第26図ー 1、図版8・15)

同一個体と思われる壺の頸部破片が2点出土している。縦位のハケメを施した後横位のヘラ

描き沈線文を施文するもので、胎土にかんらん石の滉人が目立ち特異な様子を示している。

第11群 条痕文土器 1

本遺跡の出土資料の中では最も数慨が多く 全体の約98%を占める。それぞれの資料を各部位

によって、口縁部形態、頸部文様、胴部文様でそれぞれ分類を行う 。壺の口縁部は、 押圧文を

施した凸帯をもつ壺口縁I、凸帯をもたない壺口縁IIに分けられる。

壺口縁Ia 口唇部外面に凸帯を付し、棒伏工具による押圧文を施す。口唇は丸みを楷びる。

これは、更に凸帯の形態で口縁Ia -1と口縁Ia -2に細分される。

壺口縁Ia -1 凸帯の断面が三角形を呈する。

壺口縁Ia - 2 凸帯の断面が丸みを帯びる。

壺口縁Ib 口唇部外面下位に凸帯を付し、凸帯上に押圧文を施す。これは、更に凸帯など

の形態で、口縁Ib -1 口縁lb-2 に細分される。

壺口縁Ib -1 凸帯上に棒状（板状）工具による押I王文を施す。凸帯の断面の形によっ

て更に細分が可能であるが明確な差がでない。

壺口縁Ib -2 凸帯上に指頭による押圧文を施す。口唇部は指頭によるヨコナデをし尖る。

壺口縁IC 口唇部外面下位に凸帯を付し、凸帯上と口唇部に押圧文を施す。これは、押圧

文の施し方によって口縁lc -1と口縁lc -2に細分される。

壺口縁lc -1 凸帯上と口唇部に棒状（板状）工具による押l王を施す。また、これはロ

唇部を面取りし平坦面を作るものと丸く仕上げるものに細分される。

壺口縁Ic -2 形態としては Ia -2に類似し、口唇部外面に凸帯を付し、凸帯上に棒

状（板伏）工具による押圧文を施し、面取りした口唇上に押圧文を施す。

壺口縁IIa 単純口縁で口唇部を面取りする。

壺口縁IIb 単純口縁で口唇部を肥厚させ、巾広の平坦面を作り押引の烈点文を施す。

壺口縁IIC 単純口縁で口唇部を肥厚させ、巾広の平坦面を作り横位の条痕を施す。

壺口縁IIc -1 面取りした口唇部に横位の条痕を施す。

壺口縁IIc -2 面取りした口唇部に横位の条痕を施し、部分的に口唇部を指頭でつまみ

上げる。

壺口縁IIc -3 面取りした口唇部に横位の条痕を施し、口唇部外面に棒状（板状）工具
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による判旺文を施す。

壺口縁Ild 口唇部に柚位の条痕が施されない単純口縁で口唇部外而に棒状（板状）工具に

よる判旺文を施す。押l王文の施す方法によってさらに口縁Ilcl -1、口縁Ilcl-2に細分される。

壺口縁Ilci-1 ITfi取りした口唇部に押圧文を施す。

壺口縁Ild -2 口唇部外Tfliに押圧文を施す。

甕は、頸部の外）又するものをそれとして扱う。口縁部の形態は口唇部に押圧文を施す甍口縁l

と施さない甕口縁 Il、Ill、lYに大きく分けられる。

喪口縁l 口縁部外ITfiに押圧文を施すもの。判l圧文の施文具によって甕口縁I-1、甕口縁

1-2、甕口縁I-3に糸Ill分される。

甕口縁 J-1 口唇部に指頭による押圧文を施す。

甕口縁1-2 口唇部、口唇部外面に棒状（板状）工具による押圧文を施す。面取りした

口唇部に押圧文を施すものを甕口縁I-2 a、口唇部外面に押圧文を施す

もの甕口縁I-2 bとする。

甕口縁I-3 口唇部、口唇部外面に貝殻腹縁による押圧文を施す（押引文）。甕口縁I

-2と同様に、甕口縁I-3 a、甕口縁l-3bに細分される。

甕口縁Il ロ唇部を平縁に仕上げ、平坦面を作る。

甕口縁Ill ヘラ状工具による口唇部の削ぎ取り や指頭による口唇部のヨコナデで尖った口縁

を作る。削ぎ取り、ヨコナデは全周せず意識的に肥厚する箇所を等間隔に残す。

甕口縁lV 口縁部に小突起を施し、小さな波状口縁を呈する甕形土器頸部が緩やかに外反す

るもので、 口唇部に平坦面を作る。

第m群条痕文土器 2ヽ （第27図ー60・62・第30図173、図版17・21)

第Il群に含まれない条痕文土器をここで一括する。

I、口縁部に小突起を施し、小さな波状口縁を呈する鉢形土器。内傾すると思われる口縁で

外而にタ テ方向の条痕を施す。

Il 面取りした口唇部に棒状（板状）工具による押圧文を施し、口唇部内面に深い沈線を 1

条施すもの。

第lV群氷I式系土器（第27図ー59、図版17)

平縁の口縁で口縁部外面に 3条の沈線を施す鉢形土器の破片が1点出土している。

第V群 縄文系土器（縄文を施す土器等）

第17図の資料以外は器形の把握ができる資料の出土はみていない。破片資料のため全体の文

様構成が把握できる資料は少ない。縄文の見られるものI、見られないものIlに細分される。

I 条痕で整形した土器に縄文を施す。文様帯は、磨消縄文を沈線区画する。

Il 幾何学的な沈線文で、 三角文、菱形文等になるものと思われるもの。
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② 文様について

文様は、第14-17図の 1部質料を除き全1本の器形との相互関係をつかめるものはほとんどな

いものの、 壺、甕の両者に認められる。また、調整方法としての条痕か、文様としての条痕か

を識別するのが困難な場合も多く存在する。文様として認められるものは以下の種煩である。

1. 条痕文土器

文様11波状文

文様12孤文

文様l 横線文

横位の条痕により構成される。

文様皿 縦線文

横線文などによって区画された箇所に縦位の条痕を充瑣させる場合の縦位の条痕

文様IV T字文

文様川の場合で縦位の条痕を充埴させず部分的に施す場合

文様V 斜線文

文様川と同様に斜位の条痕を文様として施すもの

文様VI 烈点文

文様Vil 縦位羽状文

縦位羽状の条痕文

文様圃横位羽状文

横位羽状の条痕文

文様IX 疑似縄文

2. 縄文土器

文様X 縄文

文様Xl 沈線文

文様Xl1 平行直線文

文様Xl2 三角文

文様Xl3 菱形文

文様Xと文様Xlは変型エ字文を構成する要素として捉えられるものであるが、小破片のため

全体の構成を把握できるものは少ない。そのため、文様の構成要素と しての最小単位の文様を

上記の表現で表わしておく。

3. その他

文様別棒状浮文
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本磁跡においては上記の文様が胞められるが単独で用いられる場合がみられる文様軋、 ¥111以

外は 2種類以上の糾合せで構成される。

③．器種分類（第18図）

器種としては、壺、甕、鉢が認められるが、全体の器形が知りうる資料は甕に 2点あるのみ

である。

壺

ロ縁部と胴部が揃っている資料はなく全体の器形をうかがい知ることができる資料は存在し

ない。人きくJi..;ロ壺と長頸壺の 2つの器種に分類できそうであるが明確さを欠くため、胴部の

形態と文様の相地により分類を行う 。壺は条痕文土器と縄文土器（縄文を施すもの）とに分れ、

さらに条痕文土器は球）JI仰のものと長）JI川のものに大別される。

壺A

胴部が球胴のもので、径の広い頸部に文様帯をもつ。 成形、形状によ って壺A1 と壺A2に

分けることができる。

壺Ai

胴部の最大径がやや胴部上位にあるもので、 外面の整形が、縦位羽状の条痕と斜位の条痕によ

って行われている。

壺A2

球形の胴部で最大径を胴部の中位にもつもので、外面を横位の条痕と斜位の条痕によって整

形している。文様は頸部に認められる。

壺B

壺Aの退化したような形態を示すもので、底部は丸底に近く、胴部の最大径を胴位の中位に

もつものである。表面の磨耗が著 しく胴部上位から頸部にかけて机い横位の条痕がみられる。

壺C

長胴の胴部で、胴部最大径を胴部の上位にもつものを壺Cとする。小ぶりのものをc,、大

ぶりのものをいとする。

壺C1

文様が胴中位～上位まで認められ、また胴部下位を枡い横位の条痕で整形している。

壺C2

胴部の張りが弱くなり長胴形が目立つ器形を呈 している。文様は胴中位～上位に見られる。

また、胴部下位は横位と斜位の組み合わせによる条痕により縦位羽状風に整形を行う。

壺D

縄文が施文されるものを壺Dとする。小型の長頸壺で球形の胴部を呈する。文様は胴部上位

～頸部に見られる。また胴部中位～下位は、斜位の条痕により整形している。

鉢
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全体の器形を知りうる賓料の検出はみていない。口縁部破片の；紆利から外A、鉢B、鉢Cが

確認されている。

鉢A

口縁部が直立する器形を星すると息われる鉢形土器で、口縁部外j(1jに横1立の沈線が3条見ら

れる。

鉢B

ロ縁部が内傾すると思われる鉢形土器で、口唇部に小突起を設け小さな被状口緑を星するも

のである。外面に縦位または斜位方向の条痕を施す。

鉢C

口縁部が直立する器形を呈すると思われる鉢形土器で、而取りした口唇部に枠状（板；I火） ・i:

具による押圧文を施し、口唇部内而に深い沈線を 1条施すもの。外Hiiは柚位の条痕により格形

される。

甕

甕は口縁の形態により、波状口縁を呈する甕A、指頭による押 し引きで口唇部を整形する甕

B、甕C、口唇部に押圧文を施す甕Dに大別される。以上の4種のうちでは、甕Dが主体を占

めて出土している。また、平縁で押圧文を施されないものも見られるが全て破片資料のため、

器形が把握できるものは検出されていない。

甕A

小さな波状を呈する口縁部破片が確認されている。全体の器形は不明であるが頸部が緩やか

に外反するものである。

甕B

胴部に最大径を有し、緩やかに外反する口縁を持つ。頸部から口縁部にかけて特徴的な縦位

羽状文が施される。文様帯以外は、横位の条痕で整形される。

甕C

最大径を胴部に持ち、大きく 「く」の字状に外反する口縁をつける。やや小ぶりの器形を呈

し、外面を横位の条痕で整形する。

甕D

口唇部に押圧文を施すものを甕Dする。出土点数が多く、形態としては多様な姿相を示すが、

全体の器形がほぼ把握できるものは以下の 3種である。

甕D1

長胴の甕で、最大径を胴部の上位にもち明確な肩部を形成している。さ らに肩部から緩やか

に外反しながら口縁部に展開する頸部を作り 、最大径よりやや小さい口径を計る口縁部を作る。

ロ唇部は外側にやや）］應厚させ押圧文を施す。
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甕D2

最大径を口縁に持ち、口縁部が弱

く外I又する。 IF/部の張りが弱く、ず

んどう形の形態をホす。口唇部はi(1i

取りし押I+.文を施す。

甕03

蔽大径を口縁に中『ち、口縁部が外

I又する。底部から口縁部にかけての

IJf.lきが人きく、 ラッパ状を足する。

口唇部に押J—［文を施す。

④ 各器種について 第19図 富士川町山王遺跡出土土器 °

渋沢沿跡の土器は、縄文時代晩期末菜から弥生時代中期初頭（丸子式）に比定されるもので

あるが、前記のように器種に多くのバラエティーが認められる。ここでは、代表的な器種を採

り上げその分布と性格について若干まとめてみたい。

鉢A

l,Oc● 

ロ縁部外面に数条の横位の沈線を巡らす鉢形土器は、中部高地の氷I式（大洞A式）の中に

普遍的に存在するものである。山王遺跡ではD地点第 2類に分類され、平縁で口縁部外面に沈

線を施すもの、口縁部内外面に沈線を施すもの、波状口縁を呈し外面に沈線の施されるものが

認められている。他に県内では本川根町奥原、清水市天王山、沼津市葱川、伊豆長岡町珍野な

どの諸逍跡から出土している。

鉢B

山王i翡跡に鉢Bの全体の器形を知り得る資料の出土を見ている（第19図、図版22)。それは明

確な肩部を作りわずかに外反しながら内傾する口縁部を作るもので、口唇部に小突起を設け小

さな波状口縁を作る。外面は縦位、斜位の条痕で整形され、内面はナデ整形されるものである。

他に県内で出土している遺跡は、見られず非常に類例が少ない。ただ、遠く関東地方の八王子

市神谷原遣跡（石川1982)、多摩ニュータ ウンNo724逍跡で、類似した破片の検出が見られる。

鉢C

口唇部内面に沈線が施される鉢形土器は、山王遺跡にその類似品を見ないが、 三ケ日 町殿畑

逍跡に類似するものがあり、殿till逍跡の第VI群土器（樫王式）の中で捉えられている（佐藤1984)。

本遺跡の資料とは口辺部の押圧文の有無による若干の相違がみられる。

鉢Aは中部裔地の氷I式のもので、鉢B、鉢Cは条痕文土器一樫王式期のものであろう。特

に鉢Bの中心的な分布は東海地方東部に求められる。

壺Aと壺C
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条痕文土器の壺形土器として 2つのタイプが認められる。壺Aは、頸部に波状文、孤文、横

線文、列点文等が施され、文様帯も頸部に限られる。壺Cは、横線文、縦線文、横位羽状文等

が見られ、文様幣も胴部から頸部まで占有している。壺Aがl川線系の文様 (i皮状文、孤文）が

施されるのに対して壺Cは直線系の文様（柚線文、縦線文、柚位羽状文）が施されるという大

きな相違点が見られる。器形も大きく迪いを見せ、 壺Aが広口壺になるのに対して壺Cが細口

壺になる可能性が強い。

壺Aは、波状文、孤文、縦位羽状文など水神平式の影闊が強く見られ、その系譜を東悔地方

西部に求められる。浜松市半田山I遺跡第 1号土器棺に使用された壺形土器は壺Aの類例とし

て捉えられる。

壺Cは、東悔地方西部にその系譜を求め難いもので管見の資料には見られない。中部高地で

は駒ケ根市大城林遺跡、岡谷市庄の畑姐跡などにその類例がみられる。さらに北関東地方にお

いては群馬県吾妻町岩梱山遺跡、茨城県下館市女方沿跡などに類例がある。

甕口縁m

ロ縁部を尖らせ、 一定の間隔で肥厚させる甕口縁皿は、河津町姫宮逍跡、神奈川県山北II「I幽

山遺跡、長野県諏訪市十ニノ后遺跡、同塩尻市銭宮逍跡、山梨県河口町宝司塚辿跡などに類例

がみられる。特に、諏訪市十ニノ后遺跡の例は甕 Bの形態を示し甕口縁川と縦位羽状文の組み

合わせをもつものである。甕口縁圃は、中部高地の氷I式の中でその祖形が見られ、氷I式の

鉢形土器の口縁部として普遍的に採用されている。

甕B、甕C

甕口縁川を採用する甕は、器形として甕B、甕Cが認められる。甕Cは、河津町姫宮遺跡の

資料のように外反する割合が弱いものが存在するが、甕Cの時期差として捉えられよう 。各逍

跡でみられる甕Cは外面が全て横位の条痕で整形されている点が共通している。甕Bは、諏訪

市十ニノ后遺跡の例しか管見の資料では見られないが、文様構成は、水神平式の影評下に成立

した丸子式の中に普遍的に存在するものである。

甕C

甕口縁皿を有する甕Cは、頸部が「く」字状を呈 し、口縁部の外反が強くなるものである。

外面は深い横位の条痕が施されている。神奈川県山北町拡山遺跡の資料が頬似する可能性があ

るが、全体の器形を知り得る資料は知られていない。これは、河津町姫宮遺跡の甕口縁皿を有

する資料のように口縁部の外反が弱く、胴部の膨りが弱いものとは時間差の中で捉えられ、姫

宮逍跡→渋沢遺跡という変遷が考えられる。同一系統の類似賓料の出土は、渋沢辿跡、姫宮辿

跡、 盤山逍跡といった静岡県東部地方、神奈川県西部地方に限られるよう で、その分布範囲は

比較的限られているように思われる。

甕D

甕Dは甕D1-o・, の3種に細分される。
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甕o,のように長胴で肩部を明確に形成する例は、県内にその類例を見ない。網代痕が底部

に施され明確な頸部を作る甕形土器は、その系譜が、水神平式土器の中に見られるが、器形的

には、その類例が北関東地方の岩脹山式土器の中に散見される。

甕o,は、水神平式土器から漸移的な型式変遷の中では捉え難く、器形が大洞A式土器、整

形、文様等が水神平式土器としてその祖形が考えられるかもしれない。

甍o,、甕D:i は、本遺跡の主要器種として捉えられるもので、甕の破片のほとんどが甕Di、

甕D:iのものである。甕o,と甕D:iは、縄文時代晩期末菓から弥生時代中期前葉へ至る時間

の中で甕o,から甕D"へ相対的な器形的変遷を示すもので、直立する器形からラッパ状に開

＜器形へと変化する。口縁の形態は甕Bが甍口縁1-2、甕Cが甕口縁l-3を示す。甕Cは、

さらに弥生時代中期中葉の一般的な甕形土器の器形として盛行する。

⑤ 波状文の分類 （第20図）

壺形土器の頸部を飾る文様の 1つである波状文は、水神平式土器にその祖形が認められ、弥

生時代の初源期を考える上で重要な文様の 1つと考えられている。本逍跡においても壺Aの主

要な文様として波状文が取り入れられている。波状文は若干のバラエティーが認められ5種類

ほどに分類することができる。

A種 条痕を施したエ具と同一のものか指頭あるいは棒状工具を使用して施文し

B種

C種

認
E種

たと思われる波状文。この種類を基準とする。

波の起伏の小さいi皮状文で、櫛状工具により施文されたもの。

波の起伏の大きな波状文で半戟竹管状のエ具で施文されたもの。

文様12に属するもので、波線を施す中で明らかにエ具の折り返しがみら

れるもの。施文工具は条痕を施したものと同一のものと考えられる。

波状文自体はA種に属するが、 i皮状文の中に横位の条痕が施される特異な

様相を表わしている。施文工具は条痕を施したものと同一のものと考えられる。

以上が本逍跡に見られる波状文の大きな分類である。

A種は水神平式土器の中に普遍的に見られるもので、 三ケ日町殿畑遺跡、東京都新島本村田

原遺跡などの諸遣跡で出土している。A種は文様構成や波状の状態にさらにバラエティーが認

められ細分が可能である。

B種は丸子式土器の標式逍跡である静岡市丸子セイゾウ山遺跡、同佐渡遺跡や浜松市半田山

遺跡などに認められ丸子式土器の中に散見される。

c種は B種同様丸子式土器の中に散見され、半田山遺跡、丸子セイゾウ山遺跡、清水市天神

山下II遺跡、田原遺跡などに認められる。また、北関東地方の茨城県下館市女方遺跡に見られ

る丸子式土器の壺形土器も C種の波状文を施している。

D種の出土例は非常に少なく、田原逍跡に類似資料が見られるのみである。D種の分布区域
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第20図 波状文の分類図

が限られた範囲で本遺跡における特徴的な文様の 1つと言える。

E種は大型壺の頸部破片である。本遺跡において 1点のみ検出している。A種との相I及l関係

は考えられるが、その類例は知らない。

以上のように波状文の分類が考えられる。A-0種のうちA. D種が古相を程し、 B. C種

が新相を表わしている。 A. D種が水神平式土器に併行し、 B. C種が丸子式土器のメルクマ

ーク的な文様と言える。 また、本逍跡において岩滑式土器の特徴とされる跳上げ文の検出はみ

ていない。

⑥ 渋沢遺跡の編年的位置づけ

静岡県東部地方の縄文時代晩期末葉から弥生時代中期初頭の編年は東洵地方西部の樫王式土

器に併行する駿河山王式土器から丸子式土器までをそれに当てられている。駿河山王式土器と

丸子式土器の間を埋める型式として笹原式土器、天王山最上層式土器などが考えられているが

標式となる資料が包含層出土資料などといった一括性に欠けるものでその内容は貧弱でまだ混

沌とした状況である。また、丸子式土器でさえ、その分布範囲や器種構成などの而で検討しな

ければならないことが多く残されているのが現状と言える。

本遺跡の資料は、包含層出土資料が主体であったが、それぞれの資科が各時期に分層できる

ような出土状況を示してはおらず、第lI1層～第lV層にかけて遺物の出土が認められたものの明

確な細分は不可能であった。しかし、鉢Aや鉢Bのように明らかに駿河山王式土器に併行する

部分が見られるように、駿河山王式期～丸子式期の時間「hの中で捉えることができる。駿河山

王式土器に併行する部分を第I期、丸子式土器に併行する部分を第lI1期、駿河山王式期と丸子

式期の間を第II期としてそれぞれの本遺跡における様相を以下に若干考えてみたい。
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第I期

駿河111王式土器と併行する第1期の;'ft料としては、鉢A、鉢Bが上げられる。鉢Aは中部高

地の氷 l式土器のものである。鉢Bは類例が少なく明確な牛lj断はできないが、東洵地方西部の

、I_I砂↓塚式土器に器形的な祖形が求められるもので、駿河山王式期に在地化して成立した器種か

と思われる。ただ静岡県東部地方においてもその出土例はほとんど見られず分布範囲など不明

な、,.'ょが多し'o

鉢Cは、駿河山王式土器の中には見られない。口唇部内而に沈線の施される例は、 三ケ日町

殿畑姐跡の樫王式段階の鉢形土器の中にみられ、駿河山王式期と併行関係にある段階として捉

えられ、第l期の中に含まれるものと考えられる。第1期に屈する資料は、鉢Aが1点、 鉢B

が2点、鉢Cが1点と非常にその最は少ないが、渋沢遺跡の開始を考える上で重要なものと言

える。このように本逍跡の開始時期は駿河山王式段階（樫王式併行）の中で捉えられるが、ま

だ主体的な時期とは考え難い状況を呈している。

第II期

丸子セイゾウ山砒跡、佐渡逍跡と共通しない器形の中で古相の様相を呈する壺口縁lb-2、

壺口縁IC、壺口縁IIb、甕口縁lVを第1I期の所産と考える。壺口縁lb-2の凸帯の手法は

樫王式にその祖形がみられ、丸子式の段階になると見られなくなるらしい。山梨県大泉村金生

逍跡A区17号住居の資料のように明らかに氷I式土器と共併しているものもある。また富士川

11rr山王姐跡においてもその類例がみられ、駿河山王式期の中に徹見される。さらに水神平式土

器にもその技法は継承され、 三ケ日町殿畑遺跡などその類例が認められる。壺口縁Ib -2は

第I期～第1I期の中で捉えられる。壺口縁ICは水神平式土器の特徴をそなえているが、口辺

部に押引文が施文される例はない。それが地域差か時期差であるかは不明であるが、第Ill期に

下る可能性は薄い。壺口縁IIbは水神平式土器の特徴である押引の烈点文が明確に見られる。

甕口緑lVは、波状口縁を呈す甕形土器である。山梨県大泉村寺所遺跡2号土城からは、壺口縁I

Cに共伴して甕口縁Nが出土している。甕口縁IVは中部高地の氷 l式土器の中にその祖形が

認められ、中部高地～静岡県東部地方を中心に水神平式期の段階に分布する。また第26図ー48

の壺形土器の頸部の資料や第29図ー138の壺形土器の肩部凸帯の資料は第1I期の所産であろう。

第1I期は、資料的にも貧弱で明確にその内容は把握できない。また第I期との連続性が強く

第I期が第1I期の中に吸収される可能性も考えられる。第I期と第1I期を山王遺跡の新しい部

分及び消水市天王山遺跡最上層a類土器の段階といった、ある程度時間巾を持たせた中で捉え

ておく 。

第11I期

丸子式土器に併行する段階を第Ill期とする。静岡市丸子セイゾウ山逍跡、同佐渡遺跡出土土

器を標式とする丸子式土器の内容を検討し、本逍跡との関連を考えてみたい。

凸帯を施す壺口縁Iの内、セイゾウ山遺跡、佐渡遺跡では、壺口縁Ia -1、壺口縁Ia-2、
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壺口縁Ib - 1が確認される 口唇部に凸僻を施す比率は樫王式、 水神平式の段階で盛行する

ものの、以後弥生時代中期に入るとその比率が低くなる簡向にある。丸子式の段階では、壺ロ

縁Iaが主体的に残り、壺Ib -1がわずかに見られるという状況が看1rY..され、壺口縁lb-2、

壺口縁ICは見られなくなる。また、本辿跡において壺口縁lで口辺部に柚位の条痕を施すも

のは存在しないがセイゾウ山辿跡ではその類例が見られる。

壺口縁Uの内、セイゾウ山迫跡、佐渡追跡では壺口縁Ila、壺口縁LIC、ll:i口縁Ild -lが

認められる。壺口縁0に関して、ほぼ同一の様相を示しているが、セイゾウ111磁跡ではさらに、

壺口縁0C - 1の口辺部に棒状工具による判l圧文が施される例が散見される。

ロ唇部に押圧文を施す甕口縁IはセイゾウILi沿跡、佐渡辿跡と共通して本沿跡でも主1本的

に見られる。また、甕口縁IIも出土比率は低いが両逍跡とも共通して見られる。甕口緑Wは、

セイゾウ山遺跡、佐渡遺跡にその類例は見られない。神奈川県山北町菌山辿跡に甕口縁Illの類

例があることはすでに前記したが、丸子式とそれほど時期差の考えられない堂山磁跡で出土し

ていることは、甕口縁皿が、丸子式の時期巾の中で捉えられるものの地域色の強いものである

ことを表わしていると考えられる。甕口縁Nは、セイゾウ山遺跡、佐渡逍跡では見られない。

文様に関しては、波状文（文様I)の分類の項に表わしたように B種、 C種がセイゾウ山姐

跡、佐渡遺跡に見られ、壺形土器の頸部に施文される A種、 D種は見られない。また、文様0、

文様m、文様N、文様V、文様Vll、文様VIIIはセイゾウ山追跡、佐渡遺跡に見られる。特に文様
IIと文様m、文様N、文様nと文様Vは丸子式土器の特徴的な文様であると考えられる。文様
VI、文様lX、はセイゾウ山遺跡、佐渡遺跡には見られない。しかし、文様VIは本遺跡において

文様I,-c種と文様IIと組み合わされて施文されている例があるため、丸子式土器の中でも

使用される文様の一つであると考えられる。

丸子式土器の器種構成を考える場合、セイゾウ山遺跡の縄文が施文される鉢形土器と佐渡逍

跡の壺形土器以外全体の器形が知り得る資料の出土が見られず、詳細な内容まで把握できない

のが現状である。特に佐渡遺跡の壺形土器は器形的に後出の要素が強く本逍跡ではその類例が

見られない。

以上が、丸子式土器の標式遺跡である丸子セイゾウ山遺跡、佐渡遺跡と本遺跡の比較である

がまとめると、共通する器形は、壺口縁Ia -1、壺口縁Ia-2、壺口縁Ib -1、壺口縁

II a、甕口縁IIC、甕口縁IIct -1、甕口縁I、甕口縁Uで、本辿跡に見られる器形は、壺ロ

縁Ild -2、甕口縁m、セイ ゾウ山遺跡、佐渡逍跡だけに見られる器形は、壺口縁lで口辺部
に横位の条痕を施すもの、壺口縁0C - 1で口辺部に押圧文が施されるものである。本遺跡の

資料で丸子セイゾウ山遺跡、佐渡逍跡と共通する部分は丸子式造跡の範中で捉えることができ

ると考えられる。また、甕口縁mに関しても丸子式期の中で捉えられると思われる。
器形分類では壺A1に当たる第16図ー 1、壺C、甕C、甕o,、甕03が第皿期の中で捉え

られる。壺A2に当たる第16図ー 3、甕A、甕o,が第II期に相当する。また壺A2に当たる
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第16図ー 2、甕Bが第[[-III期の中で捉えられる。

術Cは、 /ff'馬県吾妻IIIJ岩櫃lilil出跡の報文中でA煩とされた壺形土器である（杉原1967)。岩櫃

111迅跡の報文中で杉原氏は「A類は丸子式土器あるいは庄ノ，till式土器の文様ときわめて煩似し

ていることは事実であるとしても、すでにそれらの土器自体ではなくなっている。まず、 A類

の開土器には長胴のものが多い。底部には網代あるいは木業の圧痕を呈しているものが多い。

ー中略ー A類土器が丸子式土器や庄ノ :J:111式土器と類似しているとしても、 一方では充分にこ

の地方の土器として風土化しているわけである。」と述べられA類土器の地域性を強調されて

いる。しかし本砒跡においてA類土悩にあたる壺Cおよびその文様になると思われる第29図一

137、第30図ー168などが出土していることは、壺Cが時期的には丸子式土器の段階で捉えられ

ること、また、その時期に北関東地方と本地域とになんらかの相関l及l係があったことが伺える

もので興味深い。どちらの地域が壺Cのf:J休 となるかは中部高地の煩例を含めて今後検討しな

ければならないことであるが、条痕文土器である点を強調すれば、本地域（静岡県東部地方～

神奈川県西部地方）が粥Cの主休的な地域となる可能性は充分考えられる。 （山上）

第3表土堀出土土器観察表
号 器形 部位 出土区 層位 整形 ・施文の特徴 焼成 胎 土 色 調 備 考

1 壺 頭部 A-I号 投土 縦横位位ののヘハラケ描沈H線調を整施のす後。 粋 石英、長石、砂礫 黒褐色、器墜橙色 遠賀川系

2 壺 1/i 部 i¥ -1サ 覆土 縦線文十横線 -"'- 石;)',:,/ヽ 外灰蒋仕内浅箭(1,
3 壺 号(i 部 A - I 号• 覆土 縦線文 '"'・ 石功： 長石 外.m褐｛｛，内 !IHI,

4 壺 胴部 A-I号 覆土 縦位;J;J状文 やや思い 石砂炎、少金岱、長母石微‘少 外内黙に褐ぷ色い質椅色

5 ,，祇 /,:f 部 A-I号 覆土 横を線1文組＋に縦し線た文直線（文二本） やや思い 石砂英、少金娯、長母石少、少 外内 にぶい黄赤褐褐色色にぷい

6 II~ 部 A- I 号• 覆土 外lfliは横位の条痕 粋 石砂英、少金娯、長母石微、少 外内 褐色にぷい黄褐色

7 壺 嗜面 ;¥-]号 悛土 横線文＋横位の条Iii やや悪い 石金英裳、母長徴石、 砂 外内 位にぷ色い赤褐色
8 -',,:( - 情証 A-I号 投土 横線文＋横位の条痕 やや悪い 石t&.英'1-,、l!J長I牧石、 砂 外内 橙にぷ色い赤l!,',/lo 外7面と同ス一ス付11¥1滸1本

， 兜 胴部 A-I号 覆土 外縦面位のは横条痕位のが条み痕られ、1部る 杓 石英少、長石 外内 黙lf.¥褐(l,色 外f(ijスス付滸

10 兜 Ill叶部 A-I号 骰土 外j(ijは横位の条痕 粋 石金英娯、母長石 外内 黙暗灰褐色褐(l, 外内面而タスースル付付焙好

11 ... 9し, ? II~ 部 i¥ -1号 覆土 横位;J:]1犬文 将 石金英娯舟、長石、 砂 外内 焦にぶ褐い色黄橙色

12 壺 口緑部 A-2号 覆土 団外希if口fi糸は及横I位bの-条IJil やや悪い t砂ll石心英、 長石 外内 黄にぶ褐色い昔褐(1,

13 布 頓 部 A-2号 1111- 太目のilHli-v "'・ 石11,17-7ご合索lil少 褐fl,
14 壺 IJl,j部 A-2号 l"l土 横線文＋縦線文 やや悪い 石金英汰、母長,i-石 外内 II浅氾黄灰昔色(1, 

15 胴部 A-2昇 Tii+ 外而は描｛，i．の条Ii! .,,,. 石11,,1ヽ仕石,J-肋'L' 外賠灰昔(I,IAJ I!](/』
16 胴部 i¥-2号 覆土 外lfiiは横位の条痕 出・： 石英長石、砂少 明褐色

17 11~1 剖；？ A-2号 投土 外j(1jは横位の太日の条痕 粋 石金英誤、母長少石 外内 にぶい褐プ色褐色
オリー 外雁スス付沿

18 壺 頭部 A-3号 覆土 外面波状文 将 石金英娯、母長I少石、 砂少 外内 に褐ぶ色い黄褐色

19 兜 「l緑部 1¥-3号 覆土 外甕而口緑は横Ill位の条lii 枡 石金英な、母長石、 砂 外内 に背ぶ褐い,黄,』.褐色、赤I胞

20 那 口緑部 A-3昇 rtl+ 序日l~ l -2外面は横位の条wi '"ら 石初 ．厄E 金焦母 赤阻(r,

21 兜 口緑部 J¥ -3号 殴土 甕外f口fii緑は横l位-の2条痕 粋 石母英、 長石、 金娯 外内 馬褐色にぶい背I副t
22 uJc 』 頭部 A -3号 覆土 外j(fjは横位の条痕 粋 石金英娯少母I、数長石、 少 外内 黒灰黄褐色褐仕 外而iスス付{t

23 甕 嗜～部 A-3号 I没土 外fffiは斜位の条痕 粋 石鯰英母少微、長石、 金 外内 にぶい黄II,褐色ntr.;;、褐 外而スス付充f

24 甕 頸部 A-5号 悛土 外,mは縦位の条痕 やや患い 石英長石砂外 内 ， 

25 壺 頭部 C-9号 覆土 縦線文＋横線文
.,,_ 
石英艮石、金娯屈徴 外 1こぶし 外而スス付牙t

26 阻部下位 C -9号 殴土 外而は斜位のtllい条痕 喝(・ 石英、砂少 外内 こぶい黄橙 h
暗褐色

27 壺？ 胴部 C -9号 覆土 外miは横位の条痕 将 石礫英、少金盆、長母石、砂 外内 明オ褐リ色ープ焦色

28 壺？ 胴部 C-9号 撹土 外面は条lii!IJ)広い棧位の条痕 '/~- 石英、長石 外照褐色 lり褐色

29 ’J’し’ 胴部 C -9号弁C-11 覆土 内外而 斜位の条艇 粋 石金誤英少母微、長石 焦褐色 外[fijスス付克i

30 壺 頭部？ C-10サ 投土 外絞f(j-Vj?横)位内の而表条痕而知（l横離 )~He - し、 石英、長石 暗赤褐色

31 桐部 C-10号 覆土 外表而而II!横耗位の条板 やや患い 石英、長石、砂 外内 IVにI赤ぷ褐い背色褐'"
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第4表 C-12号遺物集中区出土土器観察表
号 器形 部位 出土区 層位 整形・施文の特徴 焼成 胎 土 色 調 傭 考

llfぷ名＼； fl -G 
ダ外頭f部Hl―1Ii1象こ点縦横1位-位の:lの条、I条ii一を板｝せ施のDす後3 

外赤褐色
1 兜 Ill ;";- "./iりし、 1./.:-(-j、(iJ; 

外褐(1,
11,1 /1・— 

- li(~t; C -5 6 

2 先 11~1 Iii, C-6 Ill IV 外縦ilfli卯J:J.1横k'.位文のを条lllJiiくの施す後 杵 { i b',:、Ji-/-j 外11、Jにオぷリしーヽフ//灌・:.1.-,加色
ll-;, 

文lifIi浪i'(im縄I、以文R外)をは字f1'I'消位文うの変条咽Ii(エ
石従多、 JU, 外明褐色

3 壺 11~1 部 Ill やや忠;,, 

C -S 6 砂少、令ぷIJ少 I'、J褐色

咄外のi ifl条「Ii ¾孤jj£f及VlI,; J 知1afli孤-Jiの文2 後横位 17 りt 、 H イ—i
4 壺 "*ぷ剖； C-G IV ;";-

令・p1:,
にぷい赤褐色

5 壺 17 卑 ~111 ; C-5 Ill iの::i条n粒痕の11後b縦外位iflのi横条板位 ややflい イ7~'i: 、 J乏 :1, 外11、I褐'1.¥1色,l(I_, 

6 壺 ~(j 部 C-6 IV 棧l,i:の条~ii I横棟文）＋齢やt ややflい :1-i,)'i l,U-i't.''¥f:t 1 こふ：し ,,hdc\f!•

7 壺 II~ 部・) C-5 IV 孤条痕状をの施条す痕1t11のfri如後横（咋位l紐の 杓・ :/金i'.;'.りし(：:、!JiJ数-i::/-i 外11、I.'lHl¥褐(lcい 文様＇）

8 IIFI 部 C-6 IV 縦i妬J:J.j/ぐ文 やや愁ヽ ./-j災、 Jも<,、少砂 外[I、1にぶいヽ 1()貨I(か1,.いにぷし

l翠娩―悶)iit•t •) I -I仰(1jヨコ 外黒色， ,,,c , 「l牟及紆1:C-G Ill ifllヨコ デのす後 l'i' :r; ,~、 J乏イi、{iJ; 
のミガキを施 内黒褐也

10 壺 胴部
B-5 
Ill 横線文＋縦線文 杓— .(jりし、 1乏：{-j、{iJ; 外内 にぷし、黄貨杓褐色色C-G にぶし、

11 兜 口-松II~ 部部 C-5 Ill 央n緑lll-11f:C やや患い M金玄i:、IJ少kli、(i少 外内 箭焦lhlも褐、IJ色J謁、包、119かPli色債も

ffl喪特i 部口は秘針を j位IIfli]のf~単条り痕す口Hるをで施外す「l 外にぶい赤褐色
12 緑部 C-6 Ill 杓・ 石りし、 Jど石

11、IJl'';h&',(I, 
13 甕 口縁部 C-6 Ill 乎日1剥l外mは横位の条Iii ・"'・ オll:/-iり,:1足:/-i タ~!.I.\IU(!, JI、Ilt'fl, 

14 叩,c 頸部 C-6 Ill 外lfliは横位の条痕 柑・ 石金英娯少f:t、1*:/i 外内 11;';1副い
1こふ;9ヽ WIU(r, り ~ 1f1i スス 付,{/

15 壺？ 胴部 C-6 Ill 夕面ilUf立の条iii "こ li英Kli、砂金岱f:J少 1こぶしヽ /!i"W,fr,
16 眼部 C-6 IV 夕iffilよ4俎立の条痕 咄 石坑少長：h 外 l1d阻¥(" I人Ill',(I, 
17 C-6 Ill タトmiは斜 立の条痕 柑・ 石英艮Ii少金む!'lit'( 褐色
18 C-6 Ill 夕而は横 立の条紺 -,i.. , - 石英長石 タトl!?,(1, 1J、Illf;-f,¥(I, 
19 胴部 B-6 Ill タト面は横立の条紺 -'" 石英艮、I, 外にぶい紺mf"Iりm11,

20 II月部 C-5 Ill 外rmは横位の条痕 将 柑誼ノ石衣英I吐、長：h少 外内 にぷい貨褐色褐色にぷし、

21 C-6 Ill 外内而而斜横位位のの条条j痕fl やや愈ヽ 石炭少、長./―j にぷいI令じ

22 町立 C-6 Ill 外miは命1位の条Jii 杓 長1—i 、金戌 IJ少 外jl、1I火オリ ープ色色
オリープ患

23 甕 頚部？ C-6 Ill 外1而部横横位位のの条条痕痕が内残f(iるj 料 石英、 L支石少 懇褐色

24 肘翻立 C-6 Ill 外mi斜位の条痕 桜 石fr~英J, 、IJ長i数石 外内 赤にぷ焦い色赤褐也

25 臨 ―fl立 C-6 Ill 外ifliは横位斜位の条痕 やや烹い 石サ.,fUi aJ・ ー含i;':'ー：目 外 IJ灌1).¥/r. 11,1 I研！色

26 
._ 
月祁m: C-6 Ill 外ifliは横位の条痕 粋 石砂英少、長石、少 外内 患Iii,灰褐j色V(f.'• り ~ifli スス 付がi

27 町立 8-6 Ill 外[fjj は~{位の細かい条痕 やや患い 石ljf、長石．砂金’兵[)少
りLI四)H.. に..ぷt, 1t.1患褐色

28 壺 目翻立 C-6 Ill 外内fflffillこは接縦合位痕の枡い条lる!fi 粋 石英、長石少、砂 外内 い黄褐色1 がみらi

29 兇 頻部？ C-6 u 外痕而は巾広の横位の条 荘 石金英忠、~l長石 外内 にぶい背笛椛褐色色
にぷし、

30 虎 男i部
C-5 
Ill 外Hliは横位の条艇 咄・ 石金英虚、n長石、 砂少 焦褐色C-6 

31 壺？ 頻部 C-6 Ill 外横m位iの縦条痕位の条痕の後 ii- 長石、砂 外ii、IIII仔こ赤、5く褐しヽ色l<¥(I, 文様？

32 II月部 C-5 Ill 外而は縦位の条痕 出，： 耗石 患褐(I,

33 兜 頻部 C-6 IV 

外の器器位位●条厄の匝の級が条が条●を厚狽原痕位"ををの府くく施条、施、を阪'外す外す"の'"'面●てにに●K縦縦位す

粋 長石、砂 内外 焦にぷ褐い色赤褐色 タ~ifll7、ス1バt

34 胴部
C-5 
Ill 将 石砂英少少金、長誤石IJ少微 にぷい褐色 タ~jf1j スス i ・t.咋C-7 

35 II月部 B-5 Ill 粋 石金英~少'吐少、長石、砂少 暗赤褐色

36 C-5 Ill 外ffliは斜位の条iii 咄・ 石英、長石 外内 黙褐色褐色

37 胴部 C-5 Ill J/jii'i縄文 {LR)+? 醤 石英多、長石、砂少 外熱色内褐色

38 II月部 C-5 IV 2条の横?線)＋磨ii'i縄文(LR やや葱し〗 石金英槃少屈、長石、 砂 外内 暗焦オ褐色リープ褐色

39 朋部 C-6 Ill -fり連繋文？ '/~- 石英、Ji:fi、金岱月少 賠赤褐色

第5表 A地区出土土器観察表
号 翌II~ 部付 出土区 層付 鯰形・汰文の特徴 憶岱 胎 土 色 調 濫 考

1 1/",S • 顕部
A-I 
Ill 縦横位位ののヘハラケ描i目t稼調を整格のす後 粋 石英• 長石• 砂 患器堅褐桁色色 辿1'{川系A-2 

,So 1, 壺以外口れ緑は縦I位aの-条Iiii凸が帯施
石英• 長石 • 金芸 外にぷい褐色

2 口縁部 A-7 Ill やや良い
内 焦褐色さるn ff! 少

壺外に扱1口f11位l緑ilのi!fI条卯aIiPil-が状施の2条さjれjIp人るlffli 
石英 • 長石• 金裳 外にぶい褐色

3 壺 口緑部 Ill 噛・
阻,1ヽ 内 にぷい背椛色

4 壺 口緑部 A-6 Ill 壺lに具施口緑すにnよ(るC条-痕2 、をり~、1m-):;i 
., "' こ 砂• 長石 にぷい黄橙色

5 1/M ,S 口松部
Z-1 

壺外ffr口i緑lこ縦U位aの冬珀 牲 石英• 長石少• 砂 にぷい黄褐色Z-2 
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6 壺 n秘部 A-6 Ill JJ,I I!. 石英•長石 にぶい褐色

7 ・,/:I n緑部 A-6 Ill 北 石故,,、,. 艮石少 にぶい赤褐色

壺 n縁部 Ill IV 柑・ fi英•長ti· 砂少
外にぶい赤褐色

8 A-5 

外内I人I訊橙にぶ褐色色い柑色， 壺 n粒部 A-6 Ill やや患い 石(.i;,:炭·~~少flf;/•I,'長.石(fj;少

10 壺 n縁部 A-6 Ill •it- 砂
外艇色

1人IOff柊M£i
.' .. ", .. ' . ・ filj~ 少• 長石少 外黒色

11 fl松部 A-3 Ill ff 
金~f1!~ 内 m褐fr,小聞売

12 -~".· .. ; ・ 到i部 A-5 IV 柑 b英•長石• 砂少 外rJ..1 明IP.,褐(r,色

13 ·,;'~ 頭部 A-6 Ill tf fi災•長石• 砂少 明褐色

14 ・J:t 頭部 Ill 抒 石炎•長石• 砂少

外内 叫月I赤掲ぶぶ褐褐褐色い色い色背色赤褐渇色(<,. 

12-I1ii4 ) 
・-・ 個体

15 壺

喜
A-3 Ill 孤文＋横線文 抒 石砂炭1),,,少•長石少 外内 明に

16 壺 A-3 Ill 横v・位（孤の碩支．）のを岱Iiす波状 将

"fi石石令石金料英英実1英’英い直少は•• ' 長少長長懇••石石細石長芸砂石母・金徴少雲
外内 暗にぶ褐

17 壺 頭部 A-3 Ill 孤文 粒 外内 褐にぶ色い赤褐色

18 壺 鼈～ A-3 Ill 孤文＋横線文 将 外内 阻にぶ!r,い橙色

19 ．屯., 頭部 B-7 波状文（孤文）＋横線文 やや烹い

記石炭•長石 外rにJ;1ぶ炭里い背黄色橙褐色色
20 壺 頸~,; A-6 Ill 普

21 壺 頭部 A-5 Ill 波敬波痕令状l痕状k（文文横文I横線十十＋i線嬰I輝皿文広）のの）横位の 普 石英•長石少• 砂 暗灰黄褐色
I 

22 壺 頭部 Ill 
横位条

晋 石芙 • 長石少• 砂 外内 暗に灰ぶ黄い苗色(E, 

23 壺 頭部 A-5 Ill 巾広の波状文 普 石英•長石 外内 「闊ぶ(JJい橙色

24 壺 頭部
A-2 
Ill 細かい波状文＋横線 普 石砂英少• 長石少 にぶい黄橙色A-3 

25 
A-1 
Ill 縦位の波状文＋縦線文‘ 普

石石金石砂条武英少英母少••長長多• 石石砂少少 ]黒外内褐に褐色ぷ色い色褐色

A-2 

26 壺 服部 A-2 lll 横文線文＋縦線文又T字 やや悪い

27 壺 領部 A-2 Ill T字文 桂

28 壺 頭部 A-6 Ill 横線文・縦線文 普
段石石こ:,英'Ji.一金.• 長雲粍•石母石微 浅黄色

29 

魔'!.:・'"': ~. 
謳頭頭～利部部部

A-6 

』lV
紺組v+tlfi紺Y 菩 浅黄色

30 A-2 籟報文＋暉文（殿位の知沿 菩 石11..i..品右• 砂lj;、暗赤褐色
31 A-3 横線文＋縦線文 晋 石英•長石•砂 にぶい褐色

32 壺 頭部 Ill 横線十縦線文 普 石英•長石
外内 暗暗鬱にに灰ぶぶ褐黄いい色― 黄色赤橙褐色

33 壺 頭部 A-6 Ill 横線文＋縦線文？ 並日 石英•長石• 砂少 外内 色

34 壺 服部 A-7 Ill 横線文＋縦線文 晋 石砂英少• 長石少 仇
縦の横位位後の横の条線条痕痕文が一を（縦•部施線みす文ら内れ？·mる） i 外

35 壺 頭部 A-3 m 普 石英•長石• 砂少
内思色

36 甕 闘～ A-7 IV 縦線文＋横位の条痕 普 外内 皿黒P褐岳色
37 匹eh  服 部 A-4 III 横線文＋斜線文 普 外内 い苗褐伍

38 兜 靡～ A-4 lll 横（線斜線文文＋斜）位の条痕 普 暗褐色

39 朋部 B-7 Ill 横線文＋斜線文 普
外外内内 檎灰賦競岱褐褐伍遠色皿

40 甕 闘～A-4 Ill 横線文＋斜位の条痕 普

41 壺？ 附部 B-5 Ill 崩.'.-.'、線文文（条＋縦痕文位羽）状の列 やや良い 外内 黒に褐ぶい色赤褐色

42 兜 阻部 Ill 縦位羽状文＋横位の条痕 普

石石砂石砂金英英虐英少• 金母少••誤長長•石母石長石少 引内外内 掲黒瓜1-色褐-色ぷい黄褐色 外面スス付着43 IJ月部 A-5 m 縦位羽状文 並ロ

44 IJ~ 部 A-4 Ill 縦位羽状文？ 普 にぶい黄褐色 外面赤彩

45 朋部 m 縦位羽状文 普

石砂石金石紆l英少英雲英砂少母•• 長長•石長石石 名＼ 翡罷
46 匹-- 胴部 A-4 III 縦位羽状文 普 外内 黒にぶ色い黄色

47 附部 A-6 Ill 縦位羽状文＋横線文？ やや悉い 外内 摺にぷ色翌い褐色
48 壺 頭部 Ill 縦横位位羽の状条文痕が内み面ら一れ部る 普 石英•長石 外内 黄に 色い苗褐伍

49 1:2 ギ 頭 部 A-4 ill 縦位羽状文 普 石英•長石 48と同一個体

50 壺 服部 A-6 m 横線位で羽区状画文するをl条の横 並日 ~ 石砂石英英砂•金•••寮長長金石母石雲少母少 文様帯赤彩

51 阻部 A-6 Ill 横位羽状文 普 外面スス付着

52 壺？ 底部 I 暉ミガ条キ痕内の面後に横り立方の向条のヘ痕ラ 普

53 底部 IO 外面横位の条痕 やや思い 石英•長石• 砂
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54 底部 8-7 外((Ii斜位の条痕 ft- 砂砂6従•• 少金各金芸洪請•長屑爵fi微微酎少 外内 灰浅黄背f色り
55 壺 底部 A-7 Ill 底i(1i木艇1ii(シダt{i) 杵

外,外に内,,ぷI背賠黒い火班黄灰灰色拉褐黄(.i!l 色色56 底部 A-2 1 Ill 底1M木梃痕 ff it~ 炎A-

57 底部 B-7 Ill 将 石炎•長石• 砂 内1!1iタールf.tfi
58 

こ口n秘部
A-4 Ill ~k 

石hり炎災英·t少,少fr潅•長frl砂石砂•金少卦岱H•砂微 に茫にぶぷいい針背褐柑ff(!,¥ 色59 鉢 A-7 Ill -~" 
60 鉢 A-4 Ill JI-: 

兜 n縁部
fi英少•長石少

61 A-4 Ill 並日 1点/1¥土
砂

内外内外内 思暗息懇賠掛褐オ褐掲色色色(リt,ープ褐仕62 鉢 n緑部 A-6 HI tr- 長金裳石少1:JI数•細砂 1 l.rnt± 
63 売 口縁部 A-7 Ill 抒 石炭•長石• 砂

64 甕 口縁部 Ill t 砂石炭•金•‘兵長石母

外外外内内内 暗思熟I柑に~也赤灰ぶ褐色伍黄い褐―1色色Y1I―M― fu 65 甕 口縁部 A-4 Ill 桜 長石• 砂• 金雲母

66 斐 口緑部 A-4 Ill やや患い
石金石金英誤英箕少丹規・少長少・ 長6ii少

67 甕 口縁部 I J日(f. 外内 黒暗i附眺色色
68 甕 口縁部

A-2 
Ill 甕nt及1-2り袖iは横位の紬I . 北M 石英•長石・・金・尖 ( :J 褐色A-3 

69 甕 口縁部 A-5 Ill 外亮jfi口j緑は横1位-の2条根 柑
石金石令;li英芸梃{lJ 陪• • 長長石石

外内 慇オ色リープIll色

70 甕 口緑部 A-4 IU 甕口縁 l-2 粋

外＇外I外外内内人人lI愚過息熱阻赤が褐褐色色褐）ー色色プ/.I.¥色71 甕 口縁部 A-5 Ill 普
細石念石炭共英紗母••• 長長金石石箕·~

72 甕 口縁部 A-5 DIN 普

73 甕 口縁部 A-5 Ill 普 石砂英• 金•長雲石母徴
74 甕 口緑部 m 並曰 石砂炭少•• 金長雲石母少 外内 IIに音赤ぶい褐赤伍褐色

75 甕 口緑部 A-4 Ill 普 石信英少•長石少

76 甕 口縁部 A-6 III やや悪い

7.7 甕 口緑部 A-3 Ill やや思い
石砂英•金•• • 長金長箕石項石,~ 母

78 甕 口縁部 I 並1,1 

細細金金石苓石渠英英但母少•• 細長石長石
79 甕 口縁部 A-7 並自

80 甕 口縁部 A-5 Ul 普 石英•金雲母
且外外内 謳黒暗熱赤掲色色褐色

81 ．甕 口縁部 B-7 やや良い 砂・ 金雲母微

82 甕 口縁部 III 並田 砂• 長石 掲色

83 甕 口縁部 A-2 III 普 砂•金雲母少 且外外 黒にぷ褐い色赤褐色

甕 口縁部 普
赤褐色

84 A-6 III 石英少• 砂

舟内 塁k褐ぷ色い色酋l!lf•,.85 甕 口縁部 I 普 石英少•長石• 砂

甕 口縁部 m 普 長石• 砂少
外赤掲

86 A-4 
内 にぷい背褐色

87 甕 口縁部 A-3 Ill 普 砂 焦色

88 甕 口緑部 知｝ '. a 並＇ョ I 

' 
石金英芸、犀長徴石

89 甕 口緑部 Ill やや悪い 石英•長石 外1(1iスス付莉

90 甕 口縁部 lU 舒 石金lj芸f阻.少長石

91 甕 口縁部 炉i Ill '普 石英•長石• 砂

92 甕 口緑部 A-2 Ill 

甕関外翌禰臀斜，D面口口位liI縁閥縁は層のffl頒横切条川m 位痕繰鳴立のの"噸条条"廿輝痕痕輝f門『C算

普

麒細金石話石芸英英少栂闊レ• • 長長．幻石石拇少93 甕 口縁部 I 普 i 

94 甕 口縁部 A 3 皿 普

95 迎 口緑部 A-3 Ill ー“d 911 と l司 —•閲 {t;

96 咆 頭船ー財蘭 A-3 Ill 菩 昆h• 砂 里褐色

97 甕 頚部
A-2 
III 外面横位の条痕 やや思い 石金雲英少母 •長石

外外内内 墨熱n黒缶掲褐色褐色色fl, 
A-3 

98 甕 頸部 B-6 ID 外面横位の条痕 並ロ 石英•長石多

99 甕 置― A-4 UI 
腐外lり雁閂面板り閉，認位Tの具魯条に嘉痕よる曳ナるテ’

将 石英•長石 仇闊罷
100 甕 llM 部 A-5 Ill 普

石粗金金英裳石土英屈母• 長•石長石 外外内内 罰オ褐リLヽ秤' ープ黒色 外面スス付着

101 IIR 部 A-6 Ill 外面斜位の条痕 普
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02 IIM 部
i¥-1 
Ill 外ifll針位の細かし 条ヽIii やや患し9 til少lfo，'.た,;,;''i1f:!l乏:/-tiヽ 外仏I1111, , '白&舟I, i¥-2 

03 ・,:°:(? 胴部 11-,1 Ill 外ヶ；Hり1ii横穿-I位Lのが条み板られZ2 杓 石砂英,1,.•' 長<,沢石'¥/;l多 外仏I lll~f'iJ i褐na色ll¥fl, 't ~H1i スス 付杓

no4 胴 部
i¥-1 
Ill 外iii1f1iな1位のWIかい条 l'i 石炎,1,- • 長金石 外内 浅黄色 り~H1 i スス 付 ,vi'/¥-2 /iJ・ · ,• , 1 :ti名 オリープ,,,_,,,

"05 11 ~1 部 I¥-G Ill 外に1よflih'(る物縦の位棋の維条!iiの束 /';- :t:i 炎• 長:(-j'砂 外1J、1II背紆灰W,(貨1,_色

"06 ダ£
1位1~rni; ・ド J¥-:, Ill 外1fli横位の条板 /';' 石英 ・1とIi・砂少 外内 にぷいW褐d色釘/,1こぷし、 ii、11f1iタールf寸杓

no? 悶部,.. J¥ -2 Ill 外iii1(ii横JI、J位1(ij'J、;:iな(11il位i月Hの条 やや芭い 柑:t:i炎..艮{・i 外l~I IにリI¥ぷWい褐色貨杓色
ios I位IM~J; ド I 外''"横位の条iii 将 石金茨'.'¥/・:! ~lllH ·i 外l人IIIに朽ぷIMいfり赤褐色 Iりlfliクール付:(/

h09 :,"c '' 胴部 i¥-7 IV 

瓢盟割をItt翡髯a誓盟>湛詣愕琵"：：尖は隣脳る恵温躙 を
やや患い 石砂英• 令• 長裳f,,,i 少 叫褐色

h 10 党 IIM 部
A-2 
Ill 柑 長砂• 砂 ・金＇兵I吐 贈赤褐色/¥-:i 

n 11 II糸,)';¥j;
外褐也

I やや忠＼ヽ 金ioJ・ 長石 • 砂
内 にぶい背褐(I,

12 II松部 fl-I Ill 平(緑'/.<の小'11,Il11lな「l緑 粋 石{,;,哭:;t; 1;r• 長,1,-石 外I人Iにlt',ぶ(1,・い褐色J¥-2 
13 日緑部 A 6 Ill !i!r '{!i.1請拗吟i1. ・'"・ 石1,;:.. g石 褐(r,

14 兜 II松部 I 躯ィ、手ョコ デ"で''内i-1紋外ifliI-とI 粋 1北従•長1:i · 砂 外内 にぷいヽ柁黄褐色色にぶ¥,
15 I 外 --v・? ． wヽ. 石1が．耳万 ．砂 外灰黄It\~ ii.I 和U.\ (r,

16 lllol 部 A-7 III 外 •か ... 石1,•,: . 且昆五右 • 砂 褐{!, タ ~ifliih ―S彩
17 ふ； 手(i部？ A-2 Ill り ＋縦位"rn>:文？ "'・ 石詔・ 金芸屈 黒褐t

18 咄t I―l松部 I ］波突県j文);:H「にl'1秘よHる？「押「文I,怜fl,・J・部文外外iとf1iil'fミnIl形ガ阻刺キ）； 枡
外にぷい黄橙色

石炭 • 長石 •砂
内 患褐(r,

19 IIFI 部 A-5 Ill 縄文 (I、R) 醤 石命t英o!計；•1')長;、石 • 砂 外内 黒褐褐(r,.色

20 II.! 部 Ill 糾ばt・(LR l ,w. 1;11, ・艮石 ・砂 ・叙~IJ少 1こぶい松¥(I, 119とlnl一個体

21 II~ 部 A-7 Ill 縄文 (LR) やや患い 柑金石梁英固i数• 長石少 外内 灰明fr,l色(r,. 

22 IIH 部 A-5 Ill 縄文 (LR) 粋 石金杭盆厨• 長微石 外内 馬にぶ褐い色1/il登色

23 1/H 部 A-,1 Ill 縄文 (LR) 沿こ 石金英娯母• 長微石 外1大IIIに名,ぷi,Hいr,_赤褐色

24 胴部 I 
紋IT)tLlf才!jのi条：削IT)i外椒舷沈墳線(植Lti（Ii立三l)術ITJI/柑り湘2文知嘉l文表?(献i)I横LI獣賣R位) i 

沿:- 石金英衣f,J:• 長石 外内 赤褐色褐(r,

!25 11 ~1 部 Ill 粋 石金英誤母• 長石少 外内 黒II釦褐尉色町色 外Tfl]赤彩

j26 II~ 部？ Ill 磨位ii'のi縄2文条の(iL:t線R) +横 柑 石英• 長石少 外内 灰褐黄灰褐色色

)27 胴部 Ill 膨位のi'i縄条文痕 (L R) +横 やや懇い 枡金石誤卯薗微• 長石少 外r勺灰11/llF-',白色(1, 121と同一個体

!28 靡～A-6 Ill 横位のit線文＋菱形文？ 将 石金英,t 母• 長1J;石• 砂 外内 II晶が秤!:',(褐t,色

i29 服部 A-6 Ill 三iり文 普 石金1J俎'母.長少石 外内 褐にぷ色い赤褐色

30 服部 A-2 Ill 横位のi:t線文十三角文？ 甘 石金歩盆母• 長i牧石• 砂 外内 灰にぷ褐色い赤褐色 外而赤彩

31 II~ 部 A-4 Ill 横位の沈線文＋？ 普 石金英社母• 長徴石 外内 褐にぶぃい黄橙色

第6表 B地区出土土器観察表

方 な＂，， 部 m 田十以 層m 璽 ff/ ● い疇,v 什9 岱 臨 ＋ 伍 四 ぽ考

'32 壺 n秘部 撹乱 弱外j口(jj緑は横l位bの-条2痕 やや悪い 石英I迂•長,i-石 • 砂
/5しs-：峠』-- 外 にぶいヽ苗褐氾色(l, 

内にぶし

33 壺 口緑部 I 壺内m口i緑縦位l羽C状-文1 悪 し、 石金英娯母• 長少石・ 砂 外「~, 灰明赤褐褐色色
34 壺 口緑部 l 壺内雁日ilは~椙I 位C -と1~外,,位面のIi条梢痕位をの給条す痕 咄・ 石英少• 長石少．’ 外内 灰色オリ ープ規

35 ,ふ,.,［ 頭部 I 外jfiji皮状文 普 机石せ 英舟 • 長石
,/,t, : ／）ヽ 外内 IIに音ぶ褐い(1,黄橙色

36 壺 ~fi 部 外｛iu1桟稼2 段文）のiを紘i杖文lk•文•積で位区の酉条す痕る 咄 石金英盆阻• 長石少 明赤褐色

37 嵌 II月部 A-6 Ill 横条痕線1文こよ十る3煎段111形の沈斜稼位文の 粋 石金英盆母• 長石 • 砂少 褐色
Id部一 横僻縦凸• •線滞位押文羽＋政縦状＋I妍押位文II羽王i闘文状u文を施~※糾す凸（り 外 暗褐色

38 壺 I 粋 石英•長石
胴部 内 赤l!',/l,

39 壺 胴 部 I "" 石拡 ．錆l品石 外1こぶい昔U¥lr, 内,u也(1,
40 壺 頸部 I 横線＋縦位羽状文 挫 石英 • 長石• 砂少

h41 壺 1,,1部 A-2 Ill 横線文＋縦位羽状文？ 喘こ 石英• 長石 • 砂 外内 橙色
にぶい黄橙色

"42 9J屹c・？・ 頭部 l 横位羽状文？ 粋 石英• 長石 • 砂少 外内 灰にぶ褐い色黄褐色

底lfri網代痕 蘭外 暗灰色
43 壺： 底部

タ~ffii J~tt
やや懇い 石英• 長石

にぷい酎翡tにぶい

44 ",. ' 口緑部 B-7 I[[ 甕外而口緑は横l位-の1条!ii 普 石英• 長石砂 外内 暗明赤赤褐掲色/I, 

45 兜 口緑部 Ill 甕外面口緑は縦I位-の2条痕 枡 石英少 • 長石• 砂
外内 間ににぶぶ闘いい栢赤背一褐褐色

46 ",c ~ 口緑部 A-4 Ill 外兜而口緑は横[位-の2条痕 荘 石金英娯 母•長多石• 砂少
仇 色

47 :U,_ t 口緑部 B-6 IU 兜外而口§は及横1位-の2条痕 背・ 石金英竺舟• 長多石 • 砂少 外内 黒褐褐(/,色
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47 兜 「l松部 IJ -G Ill ダ外tH「1li 牟は~1肉I 位-の2条服 粋 :令1;災:ti・:):艮多(—i· 砂少 外内 阻褐褐色色

48 党 「lh¥,祁 I 兜外j(口Ji杖は縦1位-の2条iii ややぜ\• 石•な匁英人： f• :}長少‘： Ii ・ 砂少 内外 桁Iリl色褐色

49 1'/¥ II-松II Fl 部部 甕I紅11甜1ifぬH紅iをlfl1開/1屈1脱をf開:,V.ii約て/格(IJJす /';- 長./,.1)ヽ./j 内外 患11;'(赤褐色褐色

50 党 「l松部 灯細料紐1-3［昭1引園曲淵1祁湘）i紺曲i紺術姐1~祁ii） I'!・ :i—i,英1,- 少 ·JU—i少
tiJ・ 1外1、I:黄_1・！I褐火色色

51 兜 「Jj,t;¥i, 撹乱

生知鰐"1,炉ぷ,'口n口’"’11』’'’恥松"杭"呪1'-外"位"'~IIII , 'のの.. "'月外叫知条阻訓""俎lII負"tI縦収l暉冷"痕のすO 

杓・
:/i炎.1-~-{, 少

にぷい貨褐色砂少

52 兜 「lh!i¥l; 撹乱 やや_flヽ .{-jljし:, 1←: Ii 外11、IIIり名l'赤,h,褐褐色色

53 党 ,lh'紅； i¥-G Ill 杓・ 石金英戊n• 長：Ii 外内 開現褐色色

54 甕 n松部 Ill ;";- 石金英'];: / •:t 長.(i. 砂 外内 明W褐I<',色色

55 壺 頸部 Ill 横線+:J:Jj);縄文 (LR) ;", — 石金虚英F・l少艮：Ii 外11-1にぷい貨怜ili色lO オリープ 色

56 胴部 Ill 線3条_Jのl,li(横祁線Jj離+2条の斜 /~- 石炎少 .l.J: 石 外1J、III褐Pil色t¥(r, 

第7表 C地区出土土器観察表

号 翌 .. , 部 kケ 出＋区 隣 fi

麟
悼伐 ―胚土 缶謂 備考

57 壼 口緑部 C-7 Ill ill:- 石炎.fもfi 外 .'1'.(0_
Ji、I・1こ・ぶし,,Wt,l(r, 

58 壺 口緑部 C-7 Ill "'・ ］テ;',',:,I;、.l:J: ―;i.-; ,i, 1こふa、ヽれ I 11叫且．一
59 密 且(j 部 I .If,. 石1,',:.長石・金‘片1:1 夕I11,111,1,, -,1、If/1,(1, 

C-7 
60 壼 頻部 C-8 太目の波状文 杵 ← fi1it・LH, 外11、III褐沿色俎し
61 杏 頓部 C 7 Ill 描紺 -~+波状文 ,If, ：石1,',:・琵右 外 i即げc(r,I'、1現褐色

62 壺 頸部 I 横線文＋細かいi皮状文 /';- 石砂英,),,• 長石少 外 にぶいヽ貨背柑褐色(r,. 1/、IIこぷし

63 壺 頭部 I 横線文 /';- 石炎少• 金虚f:炸II:'<外1/、1にぶい黄色,Vil火(I,

64 壺 頸部 C-7 Ill 縦線文＋横線文 ・" :b災少・ 金戎f・Ji数 外1人, mにぶr,,い苅I吋色" 
!65 壺 頚部 I 横線文＋縦線文 ;Iii 石金英'i!, l>•J:長i牧石• 砂少 外[I、［明サド赤1[¥(褐I,色

nss 字,., 胴部 C-8 Ill 横線文？ やや患い 石英I：吐懇f故石 外 にぷい椅色
金娯牧 1J、IIこぷし、-.W..I/,.¥(/, 

h67 壺 眼部 I 縦線文＋横線文 やや恐ヽ 石金英虚I吐• 長石 外 に礼¥(ぷr..い貨褐色
内

h68 字出 頸 部 C-7 Ill 横線文＋横位；J;J状文 ;Iii— 石英 ・!Hi・砂少 外にぷい褐色 I/, 『.11¥土fl、I,! ―; mf" 

h69 >/~,, , 胴部 I 横線文:+縦位;J;J状文 ？ 柑・ 111石金ぶ石裳：,英f:!-}/:-"Jc;少. , lく石 外11、I;黒に.IAぷ褐色い巳内黄粉色
70 F,年,,. 胴訛 C 7 Ill 描鉛す・＋紺位平W;文 ・,11, ・ 金虚HH・ 外 褐(!,

71 壺 胴部 C 8 Ill 縦位;J:]1)ぐ文 ・'"- 石;)¥:.長'/1金虚n徴 !I}, 褐g,

72 -碑~ ゴ 朋 部 C-8 Ill 横位の条痕 粋 石英• 長石 外 焦褐色し、サ,;Ill,((,内にぷ
73 鉢 口緑部 C 7 Ill 箱冊詳 Ii怖1こミガキを格す ,11, ：石 1,',: ,) ヽ • 投石 •砂少 焦fl,

74 甕 口緑部 C-7 Ill 
外外兜兜叫而I口咀緑横1及[い位II の横-位条2痕の条痕

杓 石英• 長石 • 砂少 外患褐色 1 /( /I'd・・金汰n 内にぷい；糾l',fl,

75 衷ゃ 口緑部 I 将 石金英甚団•長Iレ‘石 • 砂少 外出色内にぷい褐(1,
76 児 口緑部 l 外門lfii黄及位IIの条射 やや患い 石金英貨 l!•l 長石 外l人I明IM赤<,_褐色

77 甕 II月部 C-7 Ill 外nn斜位の条痕 粋 石金英~ I•'}長/数石• 砂少 外Ji、I暗l[',赤(r,褐色

78 胴部 C-8 Ill 外冬而がI斜位の後横位の 将 石炎少• 長石 外 II;}赤褐い色背粒仕,1、IIこぷ

79 兜 闘 I 外而横位の条痕 :i'i 石金英娯母・,艮1,石 • 砂少 内外 黙にぷ褐い色苅椛色 タ~ if1 i スス 付杓

hBO 胴部 C-7 Ill 外[fij横位の条痕 やや想炉 石金英誤少ff!少• 長石 外 黒褐色い赤褐I内 にぷ h 

h81 ":,,; ' 頚部 C-7 Ill 外ffii横位の条痕 、lie 石英• 細長石Ii! 外11、IIiIこi'¥ぷ柑し,灰u,m色屯.. :/.I.m'. l!色(!, '-' 砂I) ヽ • 金訳

h82 児 胴部 C-7 Ill 外mrt苅位の条痕 /';- tll石英f吐• 長石少
金9.l 1t、 外 開褐色(1,. ii、1 外1(11スス付:{f

83 II月部 C-8 Ill 外1(ii斜位の条痕 沿； 石金英汰少HJ:・艮石 外内 焦焦褐色色

84 甕 附部 C 7 Ill 外而斜位の条狽 't'i' 長石少 .5似裟IJ微 外 !I! 色 lり 1.1.¥I副包 タトlfliスス付杓

85 兜 服部 C-7 Ill 
外外¥Iの、I条面fi面(ij痕横横斜を位位位!ill斜のの俯位条条を痕1痕の11のけ条後て痕縦格fす立

沿i 長石• 砂 外,,、I黒II粁褐lt¥色fl, 外1(11スス付、r,
86 兜 靡 C-7 11111 ややflい 碍少~,少、Li石、砂少 外 懇II粁色褐

:／,f.ヽ・.•-r.J:.-"• 内 色

87 ",c ' 頭部 C-7 Ill 外mi縦位の条痕 "' 机石英母 • 長石 外黒褐色,., 
:,／T，ヽ戸,.1;-・1J,, ,~, オリ プ,<.fl,(/,

88 Ill 外f(fi細かいfit位の条板 杓・ 石金英娯m• ,長1,石 外 Jiff灰苅筑色版黄IU位内 にぶい
89 C 7 Ill 外而縦位の細かい条痕 ー'ロ"'・ 長石少 外賠Iりも1り

90 胴部 C-7 Ill Ii'ljffi位Pのl0~条竹痕管による 粋 石金英公国• 長少石少 外 赤褐色い赤褐
内にぷ 色 l .i.'J. 出 土

n91 頚部？ I 外l昔面綽 —(Jミ-ガキ
(3条）＋？ 柑・ 石金英ぶ母•長微石 外内 II紆赤褐し、赤色褐

にぶ 色

92 眼部？ C-7 Ill 横線文十三Iり文？ 粋 石金英娯 li1•長1少石 外 黒nrrサ褐s色l!J 内 色

93 胴部？ C-7 Ill 外(L面Rミ)ガ+」キ字I釦状i'i縄の文i:t紛 ii~: 石金英成m• 長石 外内 IIに佑ぶ赤い褐赤色褐色
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第25図 C-12号遺物集中区出土土器④
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第28図 A地区出土土器③
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第29図 A地区 ・B地区出土土器
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2 石器（第31-34図、図版23-24)

本調裔で得られた石器は、 磨製石斧、 打製石斧、柚刃不定形石器、砥石、)j1,i石、石鍬等、製

品と認められるもの20点、 黒耀石象IJ片58点、頁岩頻紺l片112点であった（第8表）。この他、

A-C地区の所屈不明の遺物及び、荻精吾氏表採資料を合わせた数は、窮製石斧と斑状石斧が

加わり製品と認められるもの86点、黒曜石般lj片105点、 頁岩類象IJ片212、点、その他14点で、総

数417点であった。荻氏の脊料については、駿豆考古第 6号（小野他1962) や、窟士宮市史上

巻（植松1971)でその一部が紹介されているが、大部分が未発表;ft料であり、表採地点が本調

査区内のA地区にあたる部分とその周辺の、WIに限られることを考えあわせ、本稿ではあえて区

別せずに同一図版に紺んだ。発掘'i't料と表採貸科の区別は石器計測表（第9.10表）を参照されたい。

磨製石斧 (1-2) 

磨製石斧は2点検出された。 1・2とも敲打と粗い研磨が施され、断而は杓円形を昆する。

乳棒伏石斧の基部破片である。

打製石斧 (3-35) 

打製石斧は33点を認めた。このうち、完形品は16点であった。3-5は大型の石鍬ともいう

べきもので、いずれも扁平な断面を呈し、長径25cm前後を測る。6-8は長径16-18cm程の中

型のものである。9は基部欠損品ながら両側に藩装用と考えられる扶りこみがあり素材をあま

り変形させていない。10、11は破片であるが、大型の石斧に匹敵する刃部を作り出している。

12-17、24、25は基部欠損のもの、 18-21は刃部欠損資料である。 16-31は6-10cm程度の小型

のものである。32-35は形状が特異のもので、 35は南信濃や南九川にみられる靴形石器と呼ば

れるもの（神村1985) に類似する。

環状石斧 (36)

1/4程度の破片であるが本来円形を呈し、周囲に刃部を作り出し中央に消柄用の穴をあけた

ものである。外側面において砥石としての再利用がうかがえる。

磨製石庖丁 (37)

富士宮史上巻 (1971植松）に掲載された資科である。半折しているが、現長10.6cm程を測る。

直線刃半月形態のものが、使用と研磨を重ね、刃部を内碍させた可能性が強い。研磨は孔のす

ぐにまで及んでいる。

横刃不定形石器 (38-66)

不定形で横型に刃部を作り出している打製石器で、全部で29点を数える。 38-54については

石庖丁的な形態を示すもので、その形態を多徹の磨製石庖丁出土で知れる池上i遺跡 (1979大阪

文化財センター）に求めれば、 38は外周刃半月形態、 39-46は長方形態47-50、54は柘円形態、

51は杏仁形態、 52、53は直線刃半月形態ということになる。 39、41、42、44-46は破片賓料で

ある。 55は三角形の横刃形石器で石匙としてもいいかもしれない。56-66は、紺l片の横刃形石
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第8表石器組成表

:t: 土地点 1月製石斧 n製石斧 m状石斧 磨製石庖T 横刃不定形 ぽ石 11'! 石 石箪 頁岩類剥）ヤ 四石刻片 その他 合計
石討

遺 AAAA 235l 号号号号

I 3 I 5 
I ， I 0 

2 2 ~ 

I I 2 
渭 06号 l 2 3 
C7号 I 3 ~ 

CB号 I I 2 

内 CIO号 I I 
Cl2号 I 8 18 27 
小計 2 3 I 3 28 2 l 58 
A-1.2 I 6 2 ， 
A-2 I 6 /4 l l 
グ A-2.3 I 10 ,1 15 
A-3 l 5 3 ， 
A- ~ 11 I I 5 
A-5 3 3 
リ A-6 1 2 6 6 I 5 
A-6.7 I I 
A-7 1 I 7 3 12 
B-5 I I 

會'B-6 l I 2 
B-7 2 1 3 
C-5 2 2 
C-6 l l 
ド C-!i,7 I l 
C-7 1 6 I 8 
C-7、8 I I 
C-8 2 I 3 

内 D-ll l I 
Z-4 1 1 
Z-7 11 7 I 8 
小計 2 2 l 6 84 37 132 
表 A地区 I 2 22 8 33 
採 B地区 I I I I 4 
沢 C地区 l 1 I I 7 3 14 

科荻氏 1 27 I 1 22 3 l 70 36 14 176 

小計 2 30 I 1 24 4 1 100 ~7 14 227 

合計 2 31 l l 29 4 2 I 3 2 l 2 105 14 417 

器で、いずれも 5-10cm程度の小型のものである。

砥石 (67-70)

砥石は 4点検出された。67は30cm弱の大型のものである。扁平で片面だけを砥面として使用

している。砥石を固定しての使用が考えられる。68-70は小型のものである。 68は扁平な菱形

状のもので、 全側面を砥石としている。69、70は棒状のもので一側面を砥石としている。70は

敲石として利用も考えられる。対象物を固定しての使用が考えられる。なお、富士宮史上巻に

おいて写真掲載された大型の資料については、その後散逸してしまったのか荻氏表採資料の中

に見えなかった。

騒石 (71、72)

磨石は 2点が検出された。71は長楕円形でふくらみをもち、緻密に研磨されている。72は破

片資料である。

石鏃 (73-85)

石鏃は13点が検出された。73-75は無茎で基部が直線的なもの、 77-83は無茎で基部に扶入

のあるもの、 84は有茎で基部に扶入のあるもの、 85は基部が緩やかに尖るものに分類される。

76については基部欠損のためその形状を示さない。 85については側縁に段をもつものとして捉

えられる。83は磨製石鏃の未製品と考えられる。 （渡井）

- 51 -



第9表石器計測表①

番号 石器名 最大長(nm) 最大巾(rm1) 最大原(mm) H (g) 材 質 出土地点 遺存状況
1 磨製石斧 (75.7) (19.6) (3'1.1) (1 9 1) 砂質頁岩 荻氏表採 ½ ~ ½ 存
2 JI (62.5) (14.1) (38.1) (1 7 6) 

＂ C地区表採 ½....___,¼ 存
3 打製石斧 2 5 2. 0 8 4. 6 3 2. 3 8 84 II A-2グリ1ド 完 型

4 JI 2 5 3. 8 11 2. 9 3 2. 0 998 II A-6グリ1ド II 

5 II 2 3 9. 0 9 1. 9 3 4. 3 901 JJ 荻氏表採 JI 

6 ）） 1 7 3. 0 8 l. 4 2 3. 8 456 II 

＂ ＂ 7 ,, 178. 4 5 5. 6 3 o. 9 3 0 4. 頁 岩 JI " 
8 JI 1 5 9. 6 6 6. 1 3 9. 0 686 玄武岩 ）） 

＂ ， I) (1 5 7 . 2) 7 9. 6 4 1. 4 (5 4 3) 砂 岩 I) 一 部欠

1 0 JJ (121.1) 8 8. 3 2 l. 6 (3 5 4) 砂質頁岩 ／） ½ 存？
1 1 
＂ 
(88. 2) (108.8) (33.9) (3 4 3) JJ JI ％存？

1 2 II (126.8) (72.7) (29.7) (2 5 2) JJ 

＂ 一部欠

1 3 II (1 0 1 . 7) 7 2. 8 (31.8) (2 7 1) 
＂ ＂ ½----½ 存

1 4 JI (83.1) 8 1. 3 (30.5) (2 5 8) 
＂ 

JI II 

1 5 
＂ 
(8 6. 3) (63.7) (10.4) (8 2) 粘板岩

＂ 
JI 

1 6 JJ (76.6) (6'1.7) (21.0) (1 3 0) 安山岩 A-5号土壌 ）） 

1 7 JI (92.3) (84.0) (13.1) (1 2 3) 砂質頁岩 B地区表採 JI 

1 8 JI (101.9) (72.9) (35.0) (3 0 4) )} 荻氏表採 II 

1 9 /) (64..6) (80.1) (41.2) (2 0 0) II II ½"--¼'存

20 ,, (100.2) (79.1) (27.4) (2 7 0) II A地区表採 II 

2 1 JI (79.8) (74.3) (22.0) (1 5 9) 
＂ 荻氏表採 ＂ 

22 ＂ 
(72.2) (76.2) (26.7) (2 1 5) II J) ｝｝ 

23 . II 9 2. 1 7 0. 3 2 9. 4 (2 4 8) 砂 岩 II JI 

2'1 JI (59.4) (67.5) (19.0) (8 8) 砂質頁岩 II II 

2 5 II (63.4) (63.5) (14.6) (7 6) I} I) II 

26 JI 1 0 0. 8 4 4. 0 1 3. 5 92 ）） C地区表採 完 型

27 II 6 2. 0 3 o. 9 8.5 24 砂 岩 荻氏表採 ）） 

28 /) 6'1. 9 ,12.'1 1 2. 0 42 頁 岩 ,, ）） 

29 JJ 7 o. 0 3 2. 3 1 3. 6 46 砂 岩 II 

＂ 
30 ＂ 

7 2. 0 6 1. 2 22彎゚ 1 1 5 砂質頁岩 ＂ ＂ 
3 1 II 8 o. 8 4 7. 9 1 3. 4 55 粘板岩 11 

＂ 
32 ＂ 

9 6. 0 1 3.1 1 7. 9 92 I} IJ 

＂ 
33 
＂ 

9 7. 4 '1 7. 1 2 1. 5 136 チャート ＂ 
II 

3'1 II 9 6. 2 5 4. 7 1 6. 1 93 砂質頁岩 II JI 

35 ＂ 
1 0 6 .8 8 1. 4 1 8. 6 1 3 0 ,, II JI 

36 環状石斧 粘板岩 " ＂ 
37 麿製石庖丁 (1 0 6. 3) (23.8) 6.2 (2 4) 緑泥片岩 I) ½ 存
38 猥晶直 8 5. 2 5 4. 5 1 1. 3 67 砂 岩 ＂ 

完 型

39 6 6. 8 5 2. 1 1 1. 5 5 1 砂質頁岩 C地区表採 ½ 存？II 

40 II 9 0. 1 4 5. 1 9.8 62 II 荻氏表採 完 型

<1 1 JJ 6 2. 6 5 3. 4 9.0 32 頁 岩 JJ ½ 存？

42 JI 5 8. 9 4 3. 9 9.9 27 粘板岩 II ½-½ 存？

43 ＂ 
101. 0 3 5. 5 9.9 50 ＂ 

I} 完 型
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第10表 石器計測表②

番号 石器名 最大長(11111) 最大巾(ITTn) 最大厚(nun) 重巌 (g) 材 質 出土地点 遺存状況

,1 ,1 倍晶直 7 5. 3 5 4. 9 1 2. 3 61 頁 むU!. 荻氏表採 完 型

8 2. 7 5 l. 2 1 2. 2 70 砂質頁岩 ％存？4 5 ” 
II 

' . - ~ ------__ ,., 
4 6 II 6 1. 2 4 1. 9 7.4 25 II II ½ 存？
47 II 1 l 3. 3 5 3. 0 9.0 77 II II 完 型

48 II 1 2 1. 4 5 8. 1 1 4. 3 126 玄武岩 ClO号土壌 ＂ 
4 9 II 1 2 8. 8 7 3. 1 1 4. 1 1 3 2 砂 岩 C-7グリ9ド ＂ 
50 II 1 1 0. 3 8 9. 9 1 3. 3 190 砂質頁岩 A-2グリ外 II 

5 1 II 9 0. 1 5 3. 9 1 1. 8 65 II 荻氏表採 II 

5 2 II 1 2 9. 9 7 4. 0 1'1. 6 1 11 8 頁 岩 II II 

5 3 II 7 8. 9 5 5. 8 1 3. 2 72 チャ-— ト II 

＂ 
54 II 6 9. 2 5 5. 3 1 5. 2 56 砂質頁岩 II II 

5 5 II 9 3. 1 8 8. 7 1 9. 6 1 7 7 II II 

＂ 
5 6 II 5 3. 9 4 9. 2 1 0. 5 31 頁 岩 II 

＂ 
5 7 II 5 1. 2 4 1. 8 1 l. 2 22 砂質頁岩 C7号土器棺 II 

58 II 6 2. 1 3 8. 1 1 3. 6 29 II C-81リ'F II 

5 9 II 7 4. 9 3 3. 2 6.3 1 7 II B地区表採 II 
← -

60 II 5 2. 8 3 9. 5 1 1. 2 23 II 荻氏表採 II 

--—--
6 1 II 7 7. 6 3 9. 3 5.5 1 6 II II JI 

6 2 II 5 7. 3 4 5. 7 9. 5 2 1 II II 

＂ 
6 3 II 6 2. 3 3 5. 8 5. 1 1 5 II II II 

64 II 6 o. 5 1 7 .1 1 o. 5 30 II II II 

6 5 II 41.0 4 1. 9 1 1. 5 25 ＂ 
II 

＂ 
66 ／） 6 l. 3 3 8. 9 9.4 23 II II II 

67 砥 石 2 7 8. 0 2 1 2. 0 4 8. 0 4,250 安山岩系 II 

＂ 
68 II 6 9. 6 3 1. 0 9.7 29 チャー ト II II 

6 9 II 7 9. 3 2 6. 4. 1 8. 8 5 1 II B地区表採 JI 

70 II 7 6. 2 1 8. 8 1 2. 5 25 頁 岩 荻氏表採 ＂ 
7 1 磨 石 1 0 6. 8 9 9. 3 7 o. 8 1. 2 9 5 砂 岩 86号土壌 ＂ 
7 2 II (4 9. 7) (4 6. 0) (46.4) (1 7 6) ＂ A-7グリ9ド ¼~ ½ 存

7 3 石 鍛 2 7. 8 1 5. 1 7.3 2.9 黒附石 荻氏表採 II 

74 ＂ 2 5. 1 1 4. 8 '1. 0 l . 2 チャー ト A-21臼 一 部欠

7 5 II (1 6. 5) 2 0. 7 2. 1 (o. 7 5) 頁 岩 A地区表採 ½ 存

76 II (3 5. 4) (1 6. 3) (3. 5) (2. 0) II A-6グリ7f ¾ 存
77 II (3 3. 2) 1 1. 8 3. 1 (1. 3) II D-11グリ1ド 先端部欠

78 II 2 2. 0 (1 1. 6) 2.9 (0. 6) II A5号土壌 II 

79 II (1 5. 5) 1 1. 9 2.4 (o. 5) 頁 岩 C地区表採 II 

80 II (1 0. 8) 1 1. 4 2.7 (o. 3 5) 黒附石 A-7グリ9ド II 

8 1 II (15.8) (1 2. 8) 2.5 (0. 5) 頁 岩 Al号土壌 基部片欠

82 ＂ 
3 1. 0 2 1. 5 3. 3 2.3 II A-6グリ,F 完 型

83 II (27.8) 3 o. 1 1.7 (1. 8) 粘 板 岩 A地区表採 先端部欠
84 II (1 4. 9) 1 4. 5 2.9 (0. 5) 黒躍石 C12腫紐帷 ）） 

85 II 2 4. 8 1 6. 7 3.5 1. 3 頁 岩 A-3グリ？ド 完 型
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3. その他 （第35凶、図版22)

荻氏表採惰料の中に中111:以l脩のカワ ラケが見られるので紹介する。

lは、口径8.6cm、底径4.8cm、器高 2.3cmを計るもので、 1駁手の底部か

らやや内悶気味に立ち上がるものである。l氏部には回転糸切りの痕が見

られる。色調は橙色で、胎土は非常にきめの細かいものである。焼成は

やや軟質である。2は、底径7.8cm、を計る底部の破片であるが正確な

器種等は不明なものである。平底の底部から内閲しながら胴部へ展開す

る器形を呈する。内面の底部にはロクロ成形痕を顕著に残している。ま

た、底部外面には回転糸切りの痕がみられる。色調は褐色で、胎土は緻

密で少醤の砂粒を含む。焼成は硬質である。

＼
 I 

又 ＝

0'" 
’’ ’ 

第35図その他の遺物

1は、 その器形より 15世紀前後の所産かと考えられる。今回の調背において当該期の沿構の

検出は見ていないが、市内元城町付近に位置していたとされる大‘宮城との関連を考えると非'if;

に興味深い資料と言える。

上記の資料のほかに近世陶器片が少最確認されている。

・C12号遺物集中区 No.3土器にみられる特異な文様について （図版22、第24図、阪1版 11)

図版22でみられる文様（絵画？）は、 壺形土器の胴部上半に LRの縄文が施文された後に棒

状工具によってW1かれたものである。大きさは柚4.0cm縦3.0cmを測り、 上方,,リに周1111する線と

下方向に延びる 3本の直線によって構成されている。文様は非常に抽象的なもので梢極的に絵

画とは認め難いが、絵画とすれば簡略化された四足獣になる可能性が考えられる。

この文様の描かれている壺形土器は、関東（北関東）地方にその系譜が求められるものであ

り、弥生時代中期初頭期に比定されるものである。関東～東涌地方において当該期のこのよう

な資料を管見では見い出せなくその様相については不明確である。文様の一部として捉えるか、

絵画あるいは記号として捉えるか、今後周辺を中心とした地域の賓科の増加を待って検討して

いきたい。 （山上）
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る。4は文村(i[[と文梯Wが施されだ壺形土器の(,JJi.J'i・である。5-11は柚位、斜位の条痕により

整形されている破片である。 5は窟士川II「lI廿王逍跡出土の水ネ111平式土器と)]合土が非常に拍似し

ている。12-]7縦位は、斜位の条痕が施されている。15は巾の狭い条痕が部分的に見られるも

ので特異な様相を呈 している。

以上が別所遺跡表採の賓料の概略であるが、 1、2の行料は特にit目される。 1は、誤沢姐

跡の第I期に比定される資料で、 1の類例が主1本的に出土している霜士川山王逍跡との関述が

強く認められる。 2は、本市で初見の資料であり、 山王沿跡においてD地、点第l類土器として

分類されたもので氷I式土器に比定されているものである。 1、2の予t料を見るかぎり では別

所遺跡が渋沢遺跡とほぼ同時期の開始が伺える逍跡であることがわかり、弥生時代中期初如に

かけて同じような展開を示した追跡である可能性も考えられる。更に節を進めてしまえば、 袋

域である渋沢遺跡に対して消l井川を挟んで対岸に位置する別所沿跡が大中坦湧水群やi叫Hii勇水

群を利用した水田耕作を行った集落であった可能性も考えられる。

3 押出遺跡の資料（第41図、図版30)

国指定の天然記念物である万野風穴の入口部に広がる押出逍跡は、 i『l井川の支流である風祭

川右岸に位置 している。

18-31は条痕文土器、 31は縄文が施文されるものである。25は壺口縁Iaの範賭で捉えられ

るものと考えられるが渋沢逍跡では見られない形態をしている。26、27は縦位羽状文もしくは

斜線文と横線文の組み合せによって構成される文様が施文されているもので丸子式土器の中に

普遍的に存在するものである。32はLRの縄文を施文しているものであるが第28図ー121の渋

沢遺跡の資料と類似している。

26、27の文様構成を指標として押出遺跡は渋沢遺跡の主体的な時期である第m期に比定でき
る。同じ河川の流域に 3kmあまりの距離を隔てて位置する両造跡は渋沢遺跡第m期に段階にお
いて強い関連性が認められる。水田可耕地のほとんどで認められない山間部に位置する押出追

跡の周辺まで集落を展開させていることは、当時の生業を考える上で非常に興味深いものと言

える。 （山上）

第11表荻氏表採資料土器観察表

曇呈 年,,,.部位 竪形・腋文の特徴 焼成 胎 土 色謂 備考

1 鉢 ロ録部 内外ifli・ロ辺部 横位の条痕 粋 石英 •長石 • 小石 橙色 部式内外赤一m彩水i神・・根平ロ辺王式

2 鉢 口緑部 鉢B 外ifliは縦位の条痕 粋 石砂英少 • 長石多 外内 規褐灰褐色色

3 壺 口緑部 壺す口秘外1(I1C -I 指状頭文によ る判旺文を施ililitfv::n 
咄・ 石英• 金梁母 外内 II褐音色褐色

4 壺 口緑部 壺す口粒外lICー］ 指状頭文による押）ー［文を施f1ilHitl!I豆):) 粋 石英 • 金娯母 褐色

5 壺 口緑部 壺口椋 lb-I 外if1iは横位の条痕 粋 石金英娯 H•J: 長石少 外内 暗赤赤褐褐色色

6 壺 口緑部 壺口緑 Ibー） 外if1iは横位の条痕 咄・ 石金英袋母• 長石 外内 赤褐色褐(I,
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図版



図版l 航空写真



図版第2 調査概要①

D地区試掘調査

A地区全景（撹乱状況） A地区全景（完掘状況）

Al-A5号土堀 Al-A5号土横（遺物出土状況）

A 1号土城（遺物出土状況） A 1号土堀





図版4 調査概要③

.~ '・" 

B地区全景 上新堀（南から） 上新堀（北から）

，'・ ‘

B6号土堀 C7号土器棺墓

C 7号土器棺墓 C7号土器棺墓

C8号土器棺墓 C8号土器棺墓



図版5 調査概要④

C9号土壊 C9号土壊

C9号土城 ClO号土壊

ClO号土堀 Cll号土壊

C 12号遺物集中区 C 12号遺物集中区



図版6 出土土器・富士宮市史掲載資料①

C7号土器棺墓

1 

Z-7グリット調査区域外出土土器

C7号土器棺墓

ふ

C8号土器棺墓出土土器

富士宮市史掲載資料



図版 7 富士宮市史掲載資料＠）
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図版8 土損出土土器①
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図版 9 土堀出土土器②
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図版10 C12号遺物集中区出土土器①
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図版12 C12号遺物集中区出土土器③
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図版13 Cl2号遺物集中区出土土器④
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図版14 C12号遺物集中区出土土器⑤
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図版15
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図版16 A地区出土土器②
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図版17 A地区出土土器③
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図版18 A地区出土土器④
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図版19 A地区、 B地区出土土器
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図版20 B地区出土土器
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図版21 B地区、 C地区出土土器
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図版22 出土遺物
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図版23 出土石器①
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図版24 出土石器②
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図版25 出土石器③
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図版26 荻氏表採土器①
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図版27 荻氏表採土器②
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図版28 荻氏表採土器③
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図版29 荻氏表採土器④
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図版30 表採土器
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